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は
じ
め
に

　
『
平
家
物
語
』
語
り
本
系
諸
本
の
源
に
は
、
よ
り
詳
し
い
記
事
内
容
を
有
す
る
本
文
が
あ
っ
た
。
そ
の
考
察
の
た
め
に
、
現
存
す
る
読
み
本
系
諸
本
の
中
で

も
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
延
慶
本
で
あ
る
こ
と
は
、
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
現
存
延
慶
本
が
あ
ら
ゆ
る
面
で
古
態
を
と
ど
め
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た（

（
（

と
は
い
え
、
語
り
本
の
形
成
を
考
え
る
上
で
、「
延
慶
本
的
本
文
」
と
の
関
連
が
今
も
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
中
で
も
、
千
明
守
氏
が
語
り
本
の
「
小
督
」
説
話
を
検
証
し
、
そ
の
源
に
「
延
慶
本
の
よ
う
な
本
文
」
が
あ
っ
と
想
定
さ
れ
た
こ
と（

（
（

に
は
、
大
き
な
意

味
が
あ
っ
た
と
思
う
。
後
の
研
究
史
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
氏
ご
自
身
で
も
い
く
つ
も
の
検
証
を
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
成
果
を
受
け
止
め
て
、
さ
ら
に

歩
み
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
延
慶
本
以
外
の
読
み
本
系
諸
本
に
も
目
を
向
け
る
こ
と
が
有
効
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
、
稿
者
は
何

度
か
考
察
し
て
き
た（

（
（

。
本
稿
で
も
、
同
様
の
方
法
を
用
い
た
検
証
を
行
っ
て
み
た
い
。
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―
「
赦
文
」「
大
坂
越
」
を
例
と
し
て
―

原は
ら　
　

田だ　
　

敦あ
つ　
　

史し
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巻
三
「
赦
文
」
の
一
節
か
ら
と
り
あ
げ
る
。
す
で
に
千
明
氏
に
よ
っ
て
論
究
さ
れ
て
い
る（

（
（

箇
所
で
あ
る
。
は
じ
め
に
語
り
本
系
の
屋
代
本
と
覚
一
本
の
本
文

を
掲
げ
、
氏
の
指
摘
さ
れ
た
問
題
点
お
よ
び
そ
れ
に
つ
い
て
の
考
察
を
抑
え
て
お
く
。

【
屋
代
本
】

　

①
教
盛
、
重
盛
の
も
と
を
訪
れ
る
。

　
　



丹
波
小
将
ノ
姑
平
宰
相
教
盛
、
小
松
殿
ヘ
御
坐
シ
テ
、「
中
宮
御
産
ノ
御
為
ニ
御
祈
ト
モ
可
レ

有
ト
承
候
。
何
ト
申
候
共
、
過
二

大
赦
一

事
可
レ

有
ト
モ
覚
ヘ

候
ハ
ス
。
中
ニ
モ
鬼
海
島
ノ
流
人
共
召
返
サ
レ
タ
ラ
ム
程
ノ
功
徳
善
根
ハ
、
争
カ
候
ヘ
キ
」
ト
申
サ
レ
ケ
レ
ハ
、
小
松
殿
、「
誠
ニ
サ
コ
ソ
思
ハ
レ
候
ラ
メ
。

能
々
申
テ
見
候
ハ
ン
」
ト
宣
給
ヘ
ハ
、
宰
相
ヨ
ニ
モ
ウ
レ
シ
ケ
ニ
テ
出
ラ
レ
ヌ
。

　

②
重
盛
、
清
盛
を
説
得
。

　
　



宰
相
返
レ
テ
後
、
小
松
殿
、
入
道
相
国
ニ
参
テ
被
レ

申
ケ
ル
ハ
、「
宰
相
ノ
、
丹
波
小
将
カ
事
ヲ
強
ニ
被
レ

申
候
コ
ソ
余
不
便
ニ
覚
候
ヘ
。
中
宮
御
悩
ノ
御

事
ヲ
如
二

承
及
一、
一
向
成
親
卿
カ
死
霊
ナ
ト
申
候
。
彼
大
納
言
死
霊
被
レ

宥
ニ
付
テ
、
先
、
生
テ
候
小
将
ヲ
コ
ソ
被
二

召
返
一

候
ハ
メ
。
其
ニ
付
テ
モ
、
人

ノ
思
ヲ
ヤ
メ
サ
セ
給
ハ
ヽ
、
思
食
事
モ
叶
ヒ
、
人
ノ
願
ヲ
叶
ヘ
サ
セ
給
ハ
ヽ
、
御
願
モ
必
成
就
シ
候
ヘ
シ
。
サ
ラ
ン
ニ
取
テ
ハ
、
中
宮
王
子
御
誕
生
有
テ
、

家
門
ノ
栄
花
弥
開
候
ヘ
シ
」
ナ
ト
申
サ
レ
ケ
レ
ハ
、
大
政
入
道
不
レ

似
二

日
比
一、
殊
外
ニ
和
キ
給
テ
、「
サ
テ
〳
〵
、
俊
寛
ヤ
康
頼
法
師
カ
事
ハ
如
何
ニ
」

ト
宣
ヘ
ハ
、「
其
モ
同
ク
召
コ
ソ
返
サ
レ
候
ハ
メ
、
若
一
人
モ
留
ラ
レ
タ
ラ
ム
ハ
、
中
々
只
可
レ

為
二

罪
業
一

候
」
ト
被
レ

申
ケ
レ
ハ
、
入
道
ハ
、「
イ
サ
ト
ヨ
。

康
頼
法
師
ハ
サ
ル
事
ナ
レ
ト
モ
、
俊
寛
ハ
随
分
入
道
カ
依
二

口
入
ニ
一

人
ト
成
タ
ル
者
カ
、
所
コ
ソ
多
ケ
レ
、
我
領
鹿
谷
ニ
構
二

城
墎
一

、
触
レ

事
向
二

此
一
門

一

ヤ
ス
カ
ラ
ヌ
事
ヲ
ノ
ミ
申
ケ
ル
ト
聞
カ
殊
ニ
奇
怪
ナ
レ
ハ
、
俊
寛
ハ
不
二

思
寄
一

」
ト
ソ
宣
ヒ
ケ
ル
。

　

③
教
盛
、
重
盛
に
報
告
。

　
　



小
松
殿
、
伯
父
宰
相
ノ
許
ヘ
御
坐
シ
テ
、「
小
将
ハ
召
返
サ
レ
ム
ス
ル
ニ
テ
候
ソ
。
御
心
安
ク
思
食
候
ヘ
」
ト
宣
ヘ
ハ
、
宰
相
合
レ

手
ソ
悦
ハ
レ
ケ
ル
。「
流
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サ
レ
候
シ
時
モ
、
ナ
ト
カ
我
ヲ
申
請
ラ
レ
サ
ラ
ン
ト
思
タ
リ
ケ
ニ
テ
、
教
盛
ヲ
打
見
候
度
毎
ニ
涙
ヲ
流
シ
候
シ
カ
、
余
ニ
不
便
ニ
覚
候
」
ト
被
レ

申
ケ
レ
ハ
、

小
松
殿
、「
誠
ニ
サ
コ
ソ
被
二

思
召
一

候
ラ
メ
。
又
大
納
言
ノ
事
モ
、
如
何
ニ
モ
シ
テ
申
宥
メ
ン
ト
シ
候
之
処
ニ
、
其
人
ハ
罪
深
フ
シ
テ
不
レ

待
二

帰
洛
一

配
所

ニ
テ
遂
ニ
失
セ
候
ヌ
。
小
将
ヲ
ハ
サ
リ
ト
モ
ト
コ
ソ
思
食
候
ヘ
」
ト
テ
被
レ

出
ケ
リ（

（
（

。

【
覚
一
本
】

　

①

門
脇
宰
相
か
様
の
事
共
伝
へ
き
い
て
、
小
松
殿
に
申
さ
れ
け
る
は
、「
中
宮
御
産
の
御
祈
さ
ま
〴
〵
に
候
也
。
な
に
と
申
候
共
、
非
常
の
赦
に
過
た
る
事

あ
る
べ
し
と
も
お
ぼ
え
候
は
ず
。
中
に
も
、
鬼
界
の
島
の
流
人
共
め
し
か
へ
さ
れ
た
ら
む
ほ
ど
の
功
徳
善
根
、
争
か
候
べ
き
」
と
申
さ
れ
け
れ
ば
、
小
松

殿
父
の
禅
門
の
御
ま
へ
に
お
は
し
て
、

　

②「
あ
の
丹
波
少
将
が
事
を
、
宰
相
の
あ
な
が
ち
に
歎
申
候
が
不
便
候
。
中
宮
御
悩
の
御
こ
と
、
承
及
ご
と
く
ん
ば
、
殊
更
成
親
卿
が
死
霊
な
ン
ど
聞
え
候
。

大
納
言
が
死
霊
な
ン
ど
聞
え
候
。
大
納
言
が
死
霊
を
な
だ
め
む
と
お
ぼ
し
め
さ
ん
に
つ
け
て
も
、
生
て
候
少
将
を
こ
そ
め
し
か
へ
さ
れ
候
は
め
。
人
の
お

も
ひ
を
や
め
さ
せ
給
は
ば
、
お
ぼ
し
め
す
事
も
か
な
ひ
、
人
の
願
ひ
を
か
な
へ
さ
せ
給
は
ば
、
御
願
も
す
な
は
ち
成
就
し
て
、
中
宮
や
が
て
皇
子
御
誕
生

あ
ッ
て
、
家
門
の
栄
花
弥
さ
か
む
に
候
べ
し
」
な
ン
ど
申
さ
れ
け
れ
ば
、
入
道
相
国
、
日
比
に
も
に
ず
事
の
外
に
や
は
ら
ひ
で
、「
さ
て
〳
〵
、
俊
寛
と

康
頼
法
師
が
事
は
い
か
に
」。「
そ
れ
も
お
な
じ
う
め
し
こ
そ
か
へ
さ
れ
候
は
め
。
若
一
人
も
留
め
ら
れ
ん
は
、
中
々
罪
業
た
る
べ
う
候
」
と
申
さ
れ
け
れ

ば
、「
康
頼
法
師
が
事
は
さ
る
事
な
れ
共
、
俊
寛
は
随
分
入
道
が
口
入
を
も
ッ
て
人
と
な
ッ
た
る
物
ぞ
か
し
。
そ
れ
に
所
し
も
こ
そ
多
け
れ
、
わ
が
山
荘

鹿
の
谷
に
城
郭
を
か
ま
へ
て
、
事
に
ふ
れ
て
奇
恠
の
ふ
る
ま
ひ
共
が
有
け
ん
な
れ
ば
、
俊
寛
を
ば
思
ひ
も
よ
ら
ず
」
と
ぞ
の
給
け
る
。

　

③

小
松
殿
か
へ
ッ
て
、
叔
父
の
宰
相
殿
よ
び
奉
り
、「
少
将
は
す
で
に
赦
免
候
は
ん
ず
る
ぞ
。
御
心
や
す
う
思
食
さ
れ
候
へ
」
と
の
た
ま
へ
ば
、
宰
相
手
を

あ
は
せ
て
ぞ
悦
れ
け
る
。「
下
り
し
時
も
、
な
ど
か
申
う
け
ざ
ら
む
と
お
も
ひ
た
り
げ
に
て
、
教
盛
を
見
候
度
ご
と
に
は
涙
を
な
が
し
候
し
が
不
便
候
」

と
申
さ
れ
け
れ
ば
、
小
松
殿
「
ま
こ
と
に
さ
こ
そ
お
ぼ
し
め
さ
れ
候
ら
め
。
子
は
誰
と
て
も
か
な
し
け
れ
ば
、
能
々
申
候
は
ん
」
と
て
入
給
ぬ（

（
（

。

私
に
三
分
割
し
た
が
、
各
種
の
傍
線
は
千
明
氏
と
同
様
に
付
し
て
あ
る
。
教
盛
が
、
流
罪
と
な
っ
て
い
る
娘
婿
成
経
の
赦
免
を
望
み
、
清
盛
へ
の
と
り
な
し
を

重
盛
に
願
い
出
る
場
面
だ
が
、
氏
の
指
摘
さ
れ
た
問
題
点
の
第
一
は
、
屋
代
本
①
の
傍
線
部
で
あ
る
。
教
盛
は
ま
だ
何
の
心
情
も
吐
露
し
て
い
な
い
の
に
、
重
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盛
が
「
誠
ニ
サ
コ
ソ
思
ハ
レ
候
ラ
メ
」
と
は
不
自
然
。
③
で
も
再
び
「
誠
ニ
サ
コ
ソ
被
二

思
召
一

候
ラ
メ
」
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
ま
た
、

覚
一
本
の
場
合
、
屋
代
本
①
に
あ
っ
た
「
能
々
申
テ
見
候
ハ
ン
」
が
③
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
不
自
然
で
あ
る
。
成
経
の
赦
免
が
決
定
し
た
後
に
な
っ

て
誰
に
何
を
申
す
の
か
。
さ
ら
に
、
両
本
と
も
に
、
③
で
教
盛
が
回
顧
し
て
い
る
の
は
流
さ
れ
た
と
き
の
成
経
の
様
子
で
あ
る
が
、
な
ぜ
我
が
娘
で
は
な
く
娘

婿
の
嘆
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
も
問
題
と
な
る
。
い
ず
れ
も
的
確
な
指
摘
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
に
、
氏
が
参
照
す
る
の
は
延
慶
本
で
あ
る
。
延
慶
本
の
本
文
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

【
延
慶
本
】

　

❶

門
脇
宰
相
ハ
、「
イ
カ
ナ
ル
次
モ
ガ
ナ
。
丹
波
少
将
ガ
事
申
宥
ム
」
ト
被
レ

思
ケ
ル
ガ
、
此
ノ
折
ヲ
得
テ
、
忩
ギ
小
松
内
大
臣
ノ
許
ヘ
オ
ワ
シ
テ
、「
御
産

ノ
御
祈
ニ
サ
マ
〴
〵
ノ
攘
災
行
ハ
ル
ベ
キ
由
聞
ユ
。
イ
カ
ナ
ル
事
ト
申
ス
ト
モ
、
非
常
ノ
大
赦
ニ
過
タ
ル
事
有
ベ
カ
ラ
ズ
。
就
レ

中
成
経
召
返
レ
タ
ラ
ム

程
ノ
功
徳
善
根
ハ
争
カ
有
ベ
キ
。
大
納
言
ガ
怨
霊
ヲ
宥
ム
ト
思
食
ム
ニ
付
テ
モ
、
生
タ
ル
成
経
ヲ
コ
ソ
被
二

召
返
一

候
ハ
メ
。
此
事
執
申
サ
ジ
ト
ハ
思
ヒ
候

ヘ
ド
モ
、
娘
ニ
テ
候
者
ノ
余
ニ
思
沈
ミ
テ
命
モ
ア
ヤ
ウ
ク
見
ヘ
候
時
ニ
、
常
ニ
立
ヨ
リ
テ
、『
ア
ナ
ガ
チ
、
カ
ク
ナ
思
ソ
。
教
盛
サ
テ
ア
レ
バ
、
サ
リ
ト

モ
少
将
ヲ
バ
申
預
ム
ズ
ル
ゾ
』
ト
ナ
グ
サ
メ
申
候
ヘ
バ
、
顔
ヲ
モ
テ
ア
ゲ
テ
、
教
盛
ヲ
打
見
テ
、
涙
ヲ
流
テ
引
カ
ヅ
キ
テ
候
。
教
盛
御
一
門
ノ
片
端
ニ
テ

ア
リ
。『
親
ヲ
持
ト
モ
、
此
時
ハ
宰
相
ホ
ド
ノ
親
ヲ
コ
ソ
モ
ツ
ベ
ケ
レ
。
ナ
ド
カ
少
将
一
人
申
預
ラ
ザ
ル
ベ
キ
ゾ
』
ト
、
内
々
恨
ミ
申
候
ナ
ル
ガ
、
ゲ
ニ

モ
ト
覚
テ
、
イ
タ
ク
無
慙
ニ
覚
候
。
成
経
ガ
事
、
可
レ

然
様
ニ
執
申
サ
セ
給
テ
、
赦
免
ニ
申
行
セ
給
ヘ
」
ト
、
泣
々
ク
ド
キ
被
レ

申
ケ
レ
バ
、
小
松
大
臣
涙

ヲ
流
テ
、「
子
ノ
悲
サ
ハ
、
重
盛
モ
身
ニ
ツ
ミ
テ
候
ヘ
バ
、
サ
コ
ソ
被
二

思
食
一

候
ラ
メ
。
ヤ
ガ
テ
申
候
ベ
シ
」
ト
テ
、
八
条
ヘ
渡
リ
給
テ
、

　

②

入
道
ノ
気
色
イ
タ
ク
悪
シ
カ
ラ
ザ
リ
ケ
レ
バ
、「
宰
相
ノ
、
成
経
ガ
事
ヲ
強
ニ
被
二

歎
申
一

候
コ
ソ
、
不
便
ニ
覚
候
ヘ
。
尤
御
計
有
ベ
シ
ト
覚
候
。
中
宮
御

産
ノ
御
祈
ニ
、
定
テ
非
常
ノ
大
赦
行
ワ
レ
候
ワ
ム
ズ
ラ
ム
。
其
内
ニ
入
レ
サ
セ
給
ベ
ク
候
。
宰
相
ノ
被
レ

申
候
様
ニ
、
誠
ニ
類
ナ
キ
御
祈
ニ
テ
有
ム
ズ
ラ

ム
ト
覚
候
。
大
方
ハ
人
ノ
願
ヲ
満
サ
セ
給
候
ハ
ヾ
、
御
願
成
就
疑
有
ベ
カ
ラ
ズ
。
御
願
成
就
セ
バ
、
皇
王
御
誕
生
ア
リ
テ
、
家
門
ノ
栄
花
弥
盛
ナ
ル
ベ
シ
」

ト
、
細
々
ニ
申
給
ヘ
バ
、
入
道
今
度
ハ
事
ノ
外
ニ
和
ギ
テ
、
ゲ
ニ
モ
ト
思
ワ
レ
タ
リ
ゲ
ニ
テ
、「
サ
テ
、
俊
寛
、
康
頼
ガ
事
ハ
イ
カ
ニ
」。「
ソ
レ
ラ
モ
免

レ
テ
候
ハ
ヾ
、
可
レ

然
コ
ソ
候
ハ
メ
。
一
人
モ
留
ラ
ム
事
ハ
、
中
々
罪
業
タ
ル
ベ
シ
ト
覚
候
」
ナ
ム
ド
被
レ

申
ケ
レ
ド
モ
、「
康
頼
ガ
事
ハ
サ
ル
事
ニ
テ
、

俊
寛
ハ
且
ハ
シ
ラ
レ
タ
ル
様
ニ
、
随
分
入
道
ガ
口
入
ニ
テ
、
法
勝
寺
ノ
寺
務
ニ
モ
申
ナ
シ
ナ
ム
ド
シ
テ
、
人
ト
ナ
レ
ル
物
ゾ
カ
シ
。
其
ニ
人
知
レ
ズ
鹿
谷
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ニ
城
ヲ
構
ヘ
、
事
ニ
フ
レ
テ
安
カ
ラ
ヌ
事
ヲ
ノ
ミ
云
ケ
ル
由
ヲ
聞
ガ
、
殊
ニ
奇
怪
ニ
覚
ル
ナ
リ
」
ト
ゾ
宣
ケ
ル（

（
（

。

白
抜
き
数
字
に
し
た
❶
は
、
語
り
本
①
と
は
や
や
異
な
り
、
③
に
相
当
す
る
内
容
も
含
ん
で
い
る
。
重
盛
は
、
教
盛
と
の
長
い
会
話
を
経
て
清
盛
を
説
得
に
行

く
の
で
あ
る
。
一
方
、
清
盛
の
も
と
か
ら
戻
っ
た
重
盛
が
教
盛
に
報
告
を
す
る
場
面
は
描
か
れ
な
い
。
引
用
の
後
に
は
赦
文
の
本
文
が
続
く
。
こ
の
延
慶
本
の

本
文
を
参
照
す
れ
ば
、
語
り
本
の
不
自
然
さ
の
「
因
っ
て
き
た
る
理
由
が
説
明
で
き
る
」
と
す
る
の
が
、
千
明
氏
の
論
述
で
あ
る
。
ま
ず
、
最
初
の
傍
線
部
は
、

屋
代
本
（
お
よ
び
覚
一
本
（
③
と
違
い
、
流
さ
れ
た
時
の
成
経
本
人
で
は
な
く
、
そ
の
妻
で
あ
る
教
盛
娘
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
実
の
娘
だ
か
ら
こ
そ
、
続

く
重
盛
の
台
詞
は
、
子
を
持
つ
親
の
心
情
と
し
て
自
然
な
も
の
と
な
り
、「
子
の
か
な
し
さ
」
へ
の
理
解
、
教
盛
へ
の
同
情
、
清
盛
へ
の
説
得
、
と
続
い
て
い
く
。

　

延
慶
本
の
本
文
に
は
、
確
か
に
全
く
無
理
が
な
い
。
こ
の
「
延
慶
本
の
よ
う
な
形
」
を
基
に
、
覚
一
本
・
屋
代
本
の
形
成
も
説
明
さ
れ
る
。
覚
一
本
は
、「
娘

の
嘆
き
」
を
「
娘
婿
の
嘆
き
」
に
置
き
換
え
た
が
、「
子
の
か
な
し
さ
」
は
残
し
て
し
ま
っ
た
。
屋
代
本
は
そ
の
浮
い
た
「
子
の
か
な
し
さ
」
を
削
っ
た
。

　
　



ま
た
、「
能
々
申
候
は
ん
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
延
慶
本
が
当
該
記
事
を
成
経
赦
免
決
定
以
前
に
置
く
の
を
、
覚
一
本
は
赦
免
決
定
後
に
移
動
し
な
が
ら
、

こ
れ
も
不
用
意
に
残
し
て
し
ま
っ
た
。
屋
代
本
は
再
び
そ
れ
ら
の
記
事
を
赦
免
決
定
以
前
の
位
置
に
移
動
し
た
た
め
に
、
結
果
的
に
「
能
々
申
テ
見
候
ハ

ン
」
は
生
き
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
今
度
は
「
誠
ニ
サ
コ
ソ
思
ハ
レ
候
ラ
メ
」
が
浮
い
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
ま
た
移
動
時
の
不
手
際
か
ら
か
、「
誠

ニ
サ
コ
ソ
…
」
が
重
複
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
―（
二
）

　

そ
れ
は
、
確
か
に
筋
の
通
っ
た
説
明
の
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、
覚
一
本
が
後
ろ
に
移
し
た
も
の
を
、
屋
代
本
が
再
び
前
に
移
動
さ
せ
た
と
い
う
の
は
、
煩

瑣
に
す
ぎ
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
上
さ
ら
に
、
後
ろ
に
「
誠
ニ
サ
コ
ソ
…
」
だ
け
を
残
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
複
雑
な
過
程
を
想
定
し
な
け
れ
ば
、

屋
代
本
の
形
は
説
明
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
延
慶
本
と
の
対
比
だ
け
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、「
他
の
読
み
本
系
諸
本
も
検
討
に
加
え
る
」
と
い
う
手
順
を
、

こ
こ
で
加
え
て
み
た
い
。
次
に
掲
げ
る
の
は
、『
源
平
盛
衰
記
』
の
本
文
で
あ
る
。



七
〇

【
盛
衰
記
】

　
　


①
平
宰
相
折
節
ヲ
得
テ
、
小
松
殿
ニ
被
二

参
申
一

ケ
ル
ハ
、「
中
宮
御
産
ノ
御
祈
ニ
、
定
テ
様
々
ノ
攘
災
行
レ
ズ
ラ
ン
。
成
経
ガ
事
、
今
度
申
宥
レ
ナ
ン
ヤ
、

何
事
ニ
モ
勝
タ
ル
御
祈
タ
ル
ベ
シ
。
サ
ラ
バ
御
産
モ
平
ニ
、
皇
子
モ
御
誕
生
疑
ア
ラ
ジ
」
ト
泣
口
説
給
。
大
臣
ハ
、「
誰
モ
子
ハ
悲
キ
物
ナ
レ
バ
、
誠
ニ

サ
ゾ
覚
ス
ラ
ン
。
心
ノ
及
ン
程
ハ
申
見
ベ
シ
」
ト
テ
、

　
　



❷
入
道
殿
ニ
被
レ

申
ケ
ル
ハ
、「
成
経
ガ
事
ヲ
宰
相
ノ
痛
ク
歎
申
ル
ヽ
コ
ソ
不
便
ニ
侍
レ
。
御
産
ノ
御
祈
ニ
非
常
ノ
大
赦
行
ハ
レ
テ
、
丹
波
少
将
其
中
ニ
入

ラ
ル
ベ
ク
ヤ
候
ラ
ン
。
宰
相
ノ
申
サ
ル
ル
如
ク
無
双
ノ
御
祈
タ
ル
ベ
シ
。
人
ノ
思
歎
ヲ
休
、
物
ノ
所
望
ヲ
叶
サ
セ
給
ナ
バ
、
皇
子
御
誕
生
有
テ
、
家
門
ノ

栄
花
モ
イ
ヨ
〳
〵
開
ヌ
ト
相
存
ズ
。
誠
ニ
人
ノ
親
ト
シ
テ
子
ノ
ウ
レ
ヘ
歎
ヲ
見
聞
ン
程
ニ
、
身
ニ
シ
ミ
肝
ヲ
焦
ス
事
、
何
カ
ハ
是
ニ
マ
サ
ル
ベ
キ
。
為
レ

善
者
ニ
ハ
天
報
ズ
ル
ニ
福
ヲ
以
シ
、
為
レ

非
者
ニ
ハ
天
報
ル
ニ
殃
ヲ
以
ス
ト
承
ル
。
縦
異
性
他
人
ナ
リ
共
、
カ
カ
ル
折
ニ
当
テ
ハ
広
大
ノ
慈
悲
ヲ
可
レ

施
、

况
ヤ
御
一
門
ノ
端
ニ
結
テ
、
カ
程
ニ
歎
申
サ
ン
ニ
、
争
カ
御
憐
ナ
カ
ル
ベ
キ
。
然
ベ
キ
ノ
様
ニ
御
計
ア
ラ
バ
、
上
ナ
キ
御
祈
ト
成
テ
、
必
御
悦
モ
報
ナ
ン
」

ト
、
様
々
ニ
宥
被
レ

申
タ
レ
バ
、
入
道
今
度
ハ
事
ノ
外
ニ
和
テ
、「
去
バ
俊
寛
・
康
頼
ハ
如
何
」
ト
宣
ケ
リ
。「
其
モ
同
罪
ト
テ
同
配
所
ナ
レ
バ
、
倶
ニ
御

免
ア
ラ
メ
」
ト
申
レ
ケ
リ
。
何
モ
詳
ナ
ル
事
ハ
ナ
ケ
レ
共
、
日
来
ニ
ハ
似
ズ
、
思
ノ
外
ニ
ナ
ダ
ラ
カ
ニ
返
事
シ
給
ヘ
バ
、
大
臣
ウ
レ
シ
ト
オ
ボ
シ
テ
被
レ

出
ケ
リ
。

　
　



③
宰
相
待
受
テ
、「
イ
カ
ガ
」
ト
問
給
フ
。「
今
度
ハ
モ
テ
離
タ
ル
事
ハ
ナ
シ
、
相
計
ル
ヽ
旨
モ
ア
リ
ナ
ン
」
ト
宣
ヘ
バ
、
宰
相
手
ヲ
合
テ
悦
ノ
涙
ヲ
流
シ

給
ケ
ル
ゾ
糸
惜
キ
。「
教
盛
御
一
家
ノ
片
端
ニ
侍
レ
バ
、
高
山
ト
モ
深
海
ト
モ
奉
レ

憑
上
ハ
、
是
程
ノ
事
ナ
ド
カ
ハ
御
免
ヲ
蒙
ラ
デ
モ
有
ベ
キ
。
女
子
ニ
テ

侍
レ
バ
、
親
ニ
向
、
声
振
立
テ
ソ
レ
〳
〵
ト
申
マ
デ
コ
ソ
ナ
ケ
レ
共
、
教
盛
ヲ
見
度
ニ
ウ
ラ
メ
シ
ゲ
ニ
思
テ
、
常
ハ
涙
グ
ミ
テ
見
エ
侍
レ
バ
、
思
ハ
ジ
ト

思
ヘ
共
、
恩
愛
ノ
道
ニ
ハ
力
ナ
ク
無
慙
ニ
覚
エ
テ
、
カ
ク
歎
申
。
相
構
テ
助
ル
様
ニ
御
口
入
御
座
」
ト
宣
ケ
レ
バ
、
大
臣
ハ
、「
上
下
品
替
ト
イ
ヘ
共
、

子
ヲ
思
道
ハ
等
閑
ナ
ラ
ネ
バ
、
誠
ニ
サ
コ
ソ
思
召
ラ
メ
。
猶
モ
ヨ
ク
〳
〵
申
侍
ル
ベ
シ
」
ト
テ
立
給
ヒ
ヌ（

（
（

。

こ
れ
に
近
い
本
文
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
四
部
合
戦
状
本
が
あ
る
。
①
で
は
波
線
部
を
欠
き
、
❷
③
は
盛
衰
記
よ
り
簡
略
に
な
っ
て
い
る
。
骨
子
は
盛
衰
記
と

同
じ
だ
が
、
語
り
本
と
の
関
連
を
考
え
る
上
で
は
盛
衰
記
の
方
が
有
用
で
あ
る
。
盛
衰
記
の
場
合
、
①
で
は
語
り
本
の
よ
う
に
比
較
的
簡
単
な
問
答
を
経
て
清

盛
の
説
得
に
行
く
。
が
、
❷
で
は
清
盛
は
赦
免
に
つ
い
て
明
言
せ
ず
、
未
だ
結
論
が
出
な
い
ま
ま
③
に
お
け
る
教
盛
へ
の
報
告
が
行
わ
れ
る
。
そ
こ
で
教
盛
が



『
平
家
物
語
』
語
り
本
の
形
成
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語
る
の
は
、
実
の
娘
の
嘆
き
で
あ
る
。
❷
で
結
論
が
出
さ
れ
ず
、
そ
の
後
に
怨
霊
の
跋
扈
が
記
さ
れ
、
そ
の
対
抗
策
と
し
て
赦
免
が
決
定
さ
れ
る
と
い
う
構
成

は
語
り
本
と
も
延
慶
本
と
も
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
だ
が
、
語
り
本
に
お
け
る
問
題
点
を
考
え
る
際
、
ま
ず
参
照
す
べ
き
は
こ

の
盛
衰
記
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

特
に
③
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。「
子
の
か
な
し
さ
」「
誠
に
さ
こ
そ
…
」「
よ
く
よ
く
申
す
」
は
、
盛
衰
記
で
は
、
①
と
③
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
覚
一

本
や
屋
代
本
と
の
共
通
句
が
多
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
盛
衰
記
の
③
に
不
自
然
な
と
こ
ろ
は
な
い
。
❷
で
未
だ
流
人
た
ち
の
処
遇
に
つ
い
て

結
論
が
出
て
い
な
い
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
、
③
の
内
容
に
は
全
く
無
理
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
盛
衰
記
の
形
を
源
と
見
れ
ば
、
語
り
本
へ
の
道
筋
に
複

雑
な
過
程
を
想
定
す
る
必
要
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
覚
一
本
で
は
、
③
の
「
よ
く
よ
く
申
す
」
が
全
く
意
味
を
な
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
前
か
ら
移

動
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
祖
型
と
な
っ
た
本
文
に
お
い
て
、
す
で
に
こ
の
位
置
に
あ
っ
た
と
見
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
。
屋
代
本
は
①
③
で
「
誠
ニ
サ

コ
ソ
…
」
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
そ
れ
は
不
手
際
に
よ
る
重
複
で
は
な
い
。
基
と
な
っ
た
本
文
の
形
を
引
き
継
い
で
い
る
だ
け
な
の
で
は
な
い
の
か
。

　

要
は
、
②
で
結
論
が
出
た
と
し
な
が
ら
そ
こ
に
③
を
続
け
る
屋
代
本
や
覚
一
本
の
形
が
、
多
く
の
無
理
を
発
生
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
は
後

に
も
論
及
す
る
が
、
語
り
本
③
の
「
因
っ
て
き
た
る
理
由
」
を
考
え
る
た
め
に
は
、
延
慶
本
よ
り
も
盛
衰
記
の
方
が
適
格
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
ま
ず
は
抑

え
て
お
き
た
い
。
③
を
欠
く
延
慶
本
を
も
と
に
し
て
、
覚
一
本
が
い
っ
た
ん
後
ろ
に
移
し
た
も
の
を
、
屋
代
本
は
前
に
戻
し
つ
つ
、「
誠
ニ
サ
コ
ソ
…
」
だ
け

は
後
ろ
に
も
残
し
て
し
ま
っ
た
、
な
ど
と
複
雑
に
考
え
る
必
要
は
な
い
。
③
の
有
無
と
い
う
構
成
の
み
な
ら
ず
、
た
と
え
ば
成
経
流
罪
の
と
き
の
こ
と
を
回
顧

す
る
教
盛
の
発
言
も
、
盛
衰
記
③
の
方
が
語
り
本
に
は
は
る
か
に
近
い
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
こ
う
。
延
慶
本
で
は
同
じ
内
容
が
❶
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、

「
内
々
恨
ミ
申
候
ナ
ル
」
と
あ
る
よ
う
に
、
娘
の
怨
み
を
教
盛
の
伝
聞
と
し
て
描
く
点
で
、
延
慶
本
だ
け
が
ず
れ
て
い
る
。
構
成
・
本
文
と
も
盛
衰
記
と
語
り

本
の
③
が
近
似
し
、
か
つ
盛
衰
記
の
文
脈
に
は
無
理
が
な
く
、
教
盛
が
語
る
の
も
「
娘
婿
の
嘆
き
」
で
は
な
く
、
よ
り
自
然
な
「
娘
の
嘆
き
」
な
の
で
あ
る
。

　

前
述
し
た
語
り
本
の
諸
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
の
に
、
盛
衰
記
の
よ
う
な
本
文
の
存
在
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
う
す
れ

ば
、
千
明
氏
が
「
語
り
本
系
諸
本
の
中
で
は
最
も
矛
盾
の
な
い
形
」
と
し
つ
つ
、
そ
の
古
態
性
に
つ
い
て
は
判
断
を
留
保
さ
れ
て
い
る
中
院
本
の
位
置
づ
け
も
、

た
や
す
く
な
る
。
中
院
本
③
の
み
引
用
す
る
。

　

③

お
と
ゝ
さ
い
し
や
う
に
あ
ひ
て
、
た
ん
は
の
少
将
を
は
、
め
し
か
へ
さ
る
へ
き
に
、
さ
た
ま
り
て
候
な
り
と
の
給
へ
は
、
さ
い
し
や
う
申
さ
れ
け
る
は
、



七
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な
か
さ
れ
候
し
時
も
、
の
り
も
り
御
一
家
の
か
た
は
し
に
て
候
し
か
は
、
よ
き
や
う
に
申
さ
る
へ
き
と
の
み
、
た
の
み
そ
ん
し
候
し
、
む
す
め
に
て
候
も

の
ゝ
、
の
り
も
り
を
う
ち
見
候
た
ひ
に
は
、
涙
を
な
か
し
候
あ
ひ
た
、
あ
な
か
ち
に
か
く
申
候
な
り
、
お
と
ゝ
子
は
た
れ
と
て
も
か
な
し
け
れ
は
、
さ
こ

そ
お
ほ
し
め
さ
れ
候
ら
め
、
な
り
ち
か
の
き
や
う
か
事
を
も
、
す
い
ふ
ん
と
り
申
候
し
か
共
、
き
ら
く
を
ま
た
て
、
は
い
所
に
て
は
か
な
く
な
り
ぬ
る
う

へ
は
、
ち
か
ら
お
よ
ひ
候
は
す
、
少
将
の
事
に
お
き
て
は
、
御
心
や
す
く
お
ほ
し
め
さ
れ
候
へ
し
と
の
給
ひ
け
れ
は
、
て
を
あ
は
せ
て
そ
よ
ろ
こ
は
れ
け

る（
（
（

。

中
院
本
は
、「
よ
く
よ
く
申
す
」
を
①
に
も
③
に
も
持
た
ず
、
引
用
に
明
ら
か
な
よ
う
に
③
で
は
「
娘
の
嘆
き
」
を
描
く
。
千
明
氏
の
言
わ
れ
る
と
お
り
、
語

り
本
の
中
で
は
最
も
矛
盾
が
な
い
。「
よ
く
よ
く
申
す
」
を
①
に
も
③
に
も
持
た
な
い
中
院
本
を
、
屋
代
本
や
覚
一
本
の
直
接
の
源
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
点
線
部
の
よ
う
に
、
③
の
盛
衰
記
と
の
類
似
が
屋
代
本
・
覚
一
本
以
上
に
顕
著
な
部
分
は
、「
娘
の
嘆
き
」
以
外
に
も
散
見
す
る
。
中
院
本
は
、
お
そ

ら
く
屋
代
本
・
覚
一
本
と
は
別
に
、
盛
衰
記
的
本
文
の
面
影
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
の
だ
と
見
れ
ば
よ
い
。

一
―（
三
）

　

盛
衰
記
③
は
、
覚
一
本
や
屋
代
本
の
不
審
点
を
説
明
す
る
の
に
有
用
な
本
文
で
あ
る
。
①
で
も
両
者
は
近
し
い
。
そ
の
よ
う
に
見
た
場
合
、
語
り
本
②
と
盛

衰
記
❷
の
差
違
は
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。
さ
ら
に
大
き
な
問
題
が
、
そ
こ
に
は
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
盛
衰
記
の
叙
述
が
不
自
然
で
は
な

い
の
は
、
❷
に
お
け
る
展
開
を
承
け
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
盛
衰
記
❷
で
は
重
盛
の
説
得
を
受
け
た
清
盛
は
流
人
の
処
分
に
つ
い

て
結
論
を
出
し
て
い
な
い
。
だ
か
ら
③
で
な
お
も
教
盛
は
心
配
し
、
重
盛
は
同
情
し
て
さ
ら
な
る
説
得
を
約
束
す
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
語
り
本
で
は
②
の
段

階
で
、
流
人
た
ち
の
処
遇
は
決
定
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
延
慶
本
な
ど
と
等
し
い
。
そ
こ
に
③
を
続
け
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
覚
一
本
や
屋
代
本
の
③

に
は
多
く
の
問
題
点
が
生
じ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
り
、
特
に
覚
一
本
の
「
能
々
申
候
は
ん
」
は
、
そ
の
顕
著
な
例
だ
ろ
う
。

　

こ
の
盛
衰
記
（
お
よ
び
四
部
本
（
の
❷
の
内
容
は
、
お
そ
ら
く
独
自
の
趣
向
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
佐
伯
真
一
氏（

（1
（

が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
清
盛
が
自
分
か

ら
俊
寛
や
康
頼
の
こ
と
を
話
題
に
し
て
お
き
な
が
ら
結
論
を
保
留
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
り
、
彼
ら
の
処
遇
が
実
際
に
赦
文
を
開
く
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
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と
い
う
展
開
ま
で
も
含
め
て
、「
後
次
的
改
作
の
所
産
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
て
い
る
通
り
だ
と
思
う（
（（
（

。
そ
れ
以
前
の
本
文
の
形
は
、
延
慶

本
を
用
い
て
想
像
す
る
し
か
な
い
。
な
ら
ば
、
そ
れ
を
承
け
る
③
が
創
出
さ
れ
た
こ
と
も
、
同
じ
改
作
の
所
産
と
考
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
千
明
氏
が
屋

代
本
①
に
関
し
て
指
摘
さ
れ
た
、
教
盛
が
心
情
を
吐
露
し
て
い
な
い
段
階
で
「
誠
に
さ
こ
そ
」
と
重
盛
が
同
情
す
る
不
自
然
さ
が
、
盛
衰
記
に
お
い
て
も
生
じ

て
い
る
（
教
盛
は
涙
を
流
し
て
は
い
る
が
（
こ
と
も
、
そ
れ
と
連
動
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　

内
容
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
成
立
過
程
を
考
え
て
も
、
①
③
は
❷
と
不
可
分
で
あ
り
、
②
と
は
相
容
れ
な
い
。
語
り
本
は
、
そ
れ
を
接
合
し
て
し
ま
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
語
り
本
作
者
の
手
元
に
少
な
く
と
も
二
種
の
本
文
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
起
こ
り
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
語
り
本
は
、
複
数
の
先

行
本
文
を
参
照
し
な
が
ら
作
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
右
は
あ
く
ま
で
も
一
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
同
様
の
考
察
に
お
い
て
そ
の
よ
う
に
考
え
る
選
択
肢
を
、
排

除
し
て
は
な
ら
な
い
。
延
慶
本
以
外
の
本
文
を
考
察
に
加
え
る
だ
け
で
、
視
野
は
そ
こ
ま
で
開
け
て
く
る
の
で
あ
る
。
語
り
本
の
形
成
は
、
多
様
な
確
度
か
ら

検
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
―（
一
）

　

続
い
て
、
巻
十
一
「
勝
浦
付
大
坂
越（
（1
（

」
の
一
節
を
取
り
上
げ
た
い
。
本
文
の
引
用
が
多
く
な
る
が
、
論
述
の
都
合
上
必
要
な
の
で
、
煩
瑣
を
厭
わ
ず
掲
げ
る
。

四
国
に
到
着
し
た
義
経
勢
が
、
勝
浦
合
戦
を
経
て
屋
島
へ
向
か
う
途
中
、
京
か
ら
平
家
へ
手
紙
を
運
ぶ
男
に
遭
遇
す
る
場
面
か
ら
、
屋
島
攻
め
の
冒
頭
ま
で
、

屋
代
本
・
覚
一
本
・
延
慶
本
を
並
べ
て
引
用
す
る
。
私
に
①
～
③
に
分
割
し
、
太
字
や
傍
線
な
ど
を
施
し
た
。

【
屋
代
本
】

　

①

山
中
ニ
蓑
笠
背
負
タ
ル
男
一
人
行
ツ
レ
タ
リ
。
判
官
、「
ト
コ
ノ
者
ソ
」
ト
問
セ
ラ
レ
ケ
レ
ハ
、「
京
ノ
者
テ
候
」
ト
申
ス
。「
ド
コ
ヘ
行
ソ
」。「
屋
島
ヘ

参
候
」。「
屋
島
ヘ
ハ
ト
ノ
御
方
ヘ
参
ル
ソ
」。「
都
ヨ
リ
女
房
ノ
御
使
ニ
大
臣
殿
ノ
御
方
ヘ
参
リ
候
」。「
是
モ
阿
波
国
ノ
御
家
人
ニ
テ
有
カ
、
屋
島
ヘ
被
レ

召
テ
参
ナ
リ
。
此
道
ハ
始
ニ
テ
無
案
内
ナ
ル
ニ
、
和
殿
案
内
者
セ
ヨ
カ
シ
」。「ａ
是
ハ
度
々
下
テ
候
シ
間
、
案
内
ハ
知
テ
候
」
ト
申
ス
。「
何
事
ノ
御
使
ソ
」。

「
下
﨟
ハ
御
使
仕
ル
計
ニ
テ
コ
ソ
候
ヘ
。
争
カ
何
事
ト
ハ
知
候
ヘ
キ
」
ト
申
セ
ハ
、「
実
ニ
モ
」
ト
テ
、
又
暫
ク
有
テ
、
糒
ク
ハ
セ
ナ
ン
ト
シ
テ
、「
去
ニ
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テ
モ
何
事
ノ
御
使
ト
カ
聞
」
ト
問
ヘ
ハ
、「
別
ノ
子
細
ヤ
候
ヘ
キ
。
当
時
河
尻
ニ
源
氏
共
多
ク
浮
ヒ
テ
候
事
ヲ
被
レ

申
候
コ
サ
ン
メ
レ
」。「
サ
ソ
有
覧
。
其

文
ト
レ
」
ト
テ
奪
取
、「
シ
ヤ
ツ
縛
レ
」
ト
テ
縛
ラ
セ
テ
、
路
辺
ナ
ル
木
ニ
結
付
テ
ソ
被
レ

通
ケ
ル
。
判
官
此
文
ヲ
見
給
ヘ
ハ
、
実
ニ
モ
女
房
ノ
文
ト
覚
シ

ク
テ
、「
九
郎
ト
カ
ヤ
ハ
心
ス
ヽ
ト
キ
男
ニ
テ
侍
フ
ナ
レ
ハ
、
大
風
大
浪
立
ト
モ
ヨ
モ
嫌
侍
ハ
シ
。
大
風
大
波
立
ト
テ
モ
打
解
サ
セ
給
ヘ
カ
ラ
ス
。
勢
ヲ

チ
ラ
サ
テ
能
々
御
用
意
サ
フ
ラ
ヘ
」
ト
ソ
被
レ

書
タ
ル
。「
是
ハ
義
経
ニ
天
ノ
与
ヘ
ル
文
也
。
鎌
倉
殿
ニ
見
セ
申
サ
ン
」
ト
テ
、
深
ク
収
テ
置
給
フ
。

　

②

近
藤
六
ヲ
召
テ
、「
屋
島
ノ
城
ノ
様
ハ
如
何
ニ
」
ト
問
給
ヘ
ハ
、「ｂ
知
食
シ
メ
サ
レ
ネ
ハ
コ
ソ
候
ヘ
、
城
ハ
無
下
ニ
浅
間
ニ
候
。
塩
ノ
干
テ
候
時
ハ
馬
ノ

腹
モ
ツ
カ
リ
候
ハ
ス
」
ト
申
ス
。

　

③「
サ
ラ
ハ
寄
ヨ
」
ト
テ
、
源
氏
塩
干
堅
ヨ
リ
寄
セ
ケ
ル
ニ
、
此
ハ
二
月
十
八
日
ノ
事
ナ
レ
ハ
、
蹴
ｃ

上
ル
塩
ノ
霞
ト
共
ニ
シ
ク
ラ
ウ
タ
ル
中
ヨ
リ
打
群
テ
寄

ケ
レ
ハ
、
平
家
運
尽
テ
、
大
勢
ト
コ
ソ
見
テ
ン
ケ
レ
。
阿
波
民
部
カ
嫡
子
田
内
左
衛
門
、
河
野
ヲ
責
ニ
伊
予
国
ヘ
越
タ
リ
ケ
ル
カ
、
河
野
ヲ
ハ
討
漏
シ
、

家
子
郎
等
百
余
人
カ
頸
ヲ
取
テ
、
我
身
ハ
伊
予
ニ
在
ナ
カ
ラ
、
先
立
テ
屋
島
ヘ
奉
リ
タ
リ
ケ
ル
ヲ
、
折
節
大
臣
殿
ノ
御
宿
所
ニ
テ
実
検
有
。
兵
共
、「
コ

ハ
何
ニ
、
焼
亡
ア
リ
」
ト
ソ
騒
キ
ケ
ル
。
能
見
テ
、「
焼
亡
ニ
テ
ハ
無
リ
ケ
リ
。
ア
ハ
ヤ
、
敵
ノ
既
ニ
寄
候
ソ
ヤ
」
ト
申
程
コ
ソ
有
ケ
レ
、
白
幡
サ
ト
差

揚
タ
リ
。「
ア
ハ
ヤ
源
氏
ヨ
。
定
テ
大
勢
ニ
テ
ソ
有
覧
。
急
キ
御
舟
ニ
可
レ

被
レ

召
」
ト
テ
、
渚
々
ニ
挙
置
タ
ル
船
共
、
俄
ニ
叫
喚
テ
下
シ
ケ
リ
。（
下
略
。

平
家
の
人
々
の
退
避
（

【
覚
一
本
】

　

①

夜
半
ば
か
り
、
判
官
た
て
ぶ
み
も
ッ
た
る
男
に
ゆ
き
つ
れ
て
、
物
語
し
給
ふ
。
こ
の
男
よ
る
の
事
で
は
あ
り
、
か
た
き
と
は
夢
に
も
し
ら
ず
、
み
か
た
の

兵
共
八
島
へ
ま
い
る
と
お
も
ひ
け
る
や
ら
ん
、
う
ち
と
け
て
こ
ま
〴
〵
と
物
語
を
ぞ
申
け
る
。「
そ
の
ふ
み
は
い
づ
く
へ
ぞ
」。「
八
島
の
お
ほ
い
殿
へ
ま

い
り
候
」。「
た
が
ま
い
ら
せ
ら
る
ゝ
ぞ
」。「
京
よ
り
女
房
の
ま
い
ら
せ
ら
れ
候
」。「
な
に
事
な
る
ら
ん
」
と
の
給
へ
ば
、「
別
の
事
は
よ
も
候
は
じ
。
源

氏
す
で
に
淀
河
尻
に
い
で
う
う
で
候
へ
ば
、
そ
れ
を
こ
そ
つ
げ
申
さ
れ
候
ら
め
」。「
げ
に
さ
ぞ
あ
る
ら
ん
。
是
も
八
島
へ
ま
い
る
が
、
い
ま
だ
案
内
を
し

ら
ぬ
に
、
じ
ん
じ
よ
せ
よ
」
と
の
給
へ
ば
、「ａ
是
は
た
び
〳
〵
ま
い
ッ
て
候
間
、
案
内
は
存
知
し
て
候
。
御
共
仕
ら
ん
」
と
申
せ
ば
、
判
官
「
そ
の
ふ
み

と
れ
」
と
て
文
ば
い
と
ら
せ
、「
し
や
つ
か
ら
め
よ
。
罪
つ
く
り
に
頚
な
き
ッ
そ
」
と
て
、
山
な
か
の
木
に
し
ば
り
つ
け
て
ぞ
と
を
ら
れ
け
る
。
さ
て
ふ

み
を
あ
け
て
見
給
へ
ば
、
げ
に
も
女
房
の
ふ
み
と
お
ぼ
し
く
て
、「
九
郎
は
す
ゝ
ど
き
お
の
こ
に
て
さ
ぶ
ら
ふ
な
れ
ば
、
大
風
大
浪
を
も
き
ら
は
ず
、
よ
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せ
さ
ぶ
ら
ふ
ら
ん
と
お
ぼ
え
さ
ぶ
ら
ふ
。
勢
ど
も
ち
ら
さ
で
用
心
せ
さ
せ
給
へ
」
と
ぞ
か
ゝ
れ
た
る
。
判
官
「
是
は
義
経
に
天
の
あ
た
へ
給
ふ
文
な
り
。

鎌
倉
殿
に
見
せ
申
さ
ん
」
と
て
、
ふ
か
う
お
さ
め
て
を
か
れ
け
り
。

　

②
あ
く
る
十
八
日
の
寅
の
剋
に
、
讃
岐
国
ひ
け
田
と
い
ふ
所
に
う
ち
お
り
て
、
人
馬
の
い
き
を
ぞ
や
す
め
け
る
。
そ
れ
よ
り
丹
生
屋
・
白
鳥
、
う
ち
す
ぎ

〳
〵
、
八
島
の
城
へ
よ
せ
給
ふ
。
又
近
藤
六
親
家
を
め
し
て
、「
八
島
の
館
の
様
は
い
か
に
」
と
と
ひ
給
へ
ば
、「ｂ
し
ろ
し
め
さ
ね
ば
こ
そ
候
へ
、
無
下

に
あ
さ
ま
に
候
。
塩
の
ひ
て
候
時
は
、
陸
と
島
の
間
は
馬
の
腹
も
つ
か
り
候
は
ず
」
と
申
せ
ば
、

　

③「
さ
ら
ば
や
が
て
よ
せ
よ
や
」
と
て
、
高
松
の
在
家
に
火
を
か
け
て
、
八
島
の
城
へ
よ
せ
給
ふ
。
八
島
に
は
、
阿
波
民
部
重
能
が
嫡
子
田
内
左
衛
門
教
能
、

河
野
四
郎
が
め
せ
ど
も
ま
い
ら
ぬ
を
せ
め
ん
と
て
、
三
千
余
騎
で
伊
予
へ
こ
え
た
り
け
る
が
、
河
野
を
ば
う
ち
も
ら
し
て
、
家
子
郎
等
百
五
十
余
人
が
頚

き
ッ
て
、
八
島
の
内
裏
へ
ま
い
ら
せ
た
り
。「
内
裏
に
て
賊
首
の
実
検
せ
ら
れ
ん
事
然
る
べ
か
ら
ず
」
と
て
、
大
臣
殿
の
宿
所
に
て
実
検
せ
ら
る
。
百
五

十
六
人
が
首
也
。
頚
ど
も
実
検
し
け
る
処
に
、
物
共
、「
高
松
の
か
た
に
火
い
で
き
た
り
」
と
て
ひ
し
め
き
あ
へ
り
。「
ひ
る
で
候
へ
ば
、
手
あ
や
ま
ち
で

は
よ
も
候
は
じ
。
敵
の
よ
せ
て
火
を
か
け
た
る
と
覚
候
。
定
め
て
大
勢
で
ぞ
候
ら
ん
。
と
り
こ
め
ら
れ
て
は
か
な
う
ま
じ
。
と
う
〳
〵
め
さ
れ
候
へ
」
と

て
、
惣
門
の
前
の
な
ぎ
さ
に
船
ど
も
つ
け
な
ら
べ
た
り
け
れ
ば
、
我
も
〳
〵
と
の
り
給
ふ
。
御
所
の
御
舟
に
は
、
女
院
・
北
の
政
所
・
二
位
殿
以
下
の
女

房
達
め
さ
れ
け
り
。
大
臣
殿
父
子
は
、
ひ
と
つ
船
に
の
り
給
ふ
。
其
外
の
人
々
お
も
ひ
〳
〵
に
と
り
の
ッ
て
、
或
は
一
町
ば
か
り
、
或
は
七
八
段
、
五
六

段
な
ン
ど
こ
ぎ
い
だ
し
た
る
処
に
、
源
氏
の
兵
物
ど
も
、
ひ
た
甲
七
八
十
騎
、
惣
門
の
ま
へ
の
な
ぎ
さ
に
つ
ッ
と
い
で
き
た
り
。
塩
ｃ

干
が
た
の
、
お
り
ふ

し
塩
ひ
る
さ
か
り
な
れ
ば
、
馬
の
か
ら
す
が
し
ら
、
ふ
と
腹
に
た
つ
処
も
あ
り
。
そ
れ
よ
り
あ
さ
き
処
も
あ
り
。
け
あ
ぐ
る
塩
の
か
す
み
と
と
も
に
し
ぐ

ら
ふ
だ
る
な
か
よ
り
、
白
旗
ざ
ッ
と
さ
し
あ
げ
た
れ
ば
、
平
家
は
運
つ
き
て
、
大
勢
と
こ
そ
見
て
ん
げ
れ
。

【
延
慶
本
】

　

①

彼
堂
ヨ
リ
三
丁
計
打
出
タ
リ
ケ
ル
所
ニ
テ
、
貲
直
垂
ニ
立
烏
帽
子
キ
タ
ル
下
種
男
ノ
、
京
ヨ
リ
下
ル
ト
ヲ
ボ
シ
ク
テ
、
立
文
一
持
テ
判
官
ノ
先
ニ
行
ケ
ル

ヲ
、
判
官
彼
ノ
男
ヲ
呼
留
テ
、「
イ
ヅ
ク
ヨ
リ
イ
ヅ
ク
ヘ
行
人
ゾ
」
ト
問
給
ケ
レ
バ
、
此
男
、
判
官
ト
モ
シ
ラ
デ
、
国
人
カ
ト
思
テ
、「
是
ハ
京
ヨ
リ
屋
島

御
所
ヘ
参
候
也
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
判
官
、「
是
モ
屋
島
ノ
御
所
ヘ
参
ガ
、
道
ノ
案
内
モ
不
レ

知
」。「
サ
ラ
バ
ツ
レ
申
サ
ン
」。「
京
ヨ
リ
ハ
何
ナ
ル
人
ノ
御
許

ヨ
リ
ゾ
」
ト
重
テ
問
給
ヘ
バ
、「
六
条
摂
政
殿
ノ
北
政
所
ノ
御
文
ニ
テ
、
屋
島
ニ
渡
セ
給
大
臣
殿
ヘ
申
サ
セ
給
ベ
キ
事
候
テ
、
進
セ
サ
セ
給
御
使
ニ
テ
候
也
」
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ト
申
セ
バ
、「
其
御
文
ニ
ハ
何
事
ヲ
被
レ

仰
タ
ル
ヤ
ラ
ム
」。「
別
ノ
子
細
ニ
テ
候
ワ
ズ
。『
源
氏
九
郎
判
官
既
ニ
都
ヲ
立
候
。
此
波
風
シ
ヅ
マ
リ
候
ナ
バ
、

一
定
渡
候
ヌ
ト
覚
候
。
御
用
意
候
ベ
シ
』
ト
申
サ
セ
給
御
文
ニ
テ
候
」
ト
、
有
ノ
マ
ヽ
ニ
申
タ
リ
ケ
レ
バ
、
判
官
、「
其
文
進
セ
ヨ
」
ト
宣
フ
マ
ヽ
ニ
、

文
引
チ
ギ
リ
テ
水
ニ
投
入
テ
、
男
ヲ
バ
「
無
慚
ゲ
ニ
、
命
ヲ
バ
、
ナ
殺
シ
ソ
」
ト
テ
、
山
ノ
中
ナ
ル
木
ニ
縛
付
テ
通
リ
ニ
ケ
リ
。

　

③

サ
テ
其
日
ハ
阿
波
国
坂
東
、
坂
西
打
過
テ
、
阿
波
卜
讃
岐
ノ
境
ナ
ル
中
山
ノ
コ
ナ
タ
ノ
山
口
ニ
陣
ヲ
取
ル
。
次
日
ハ
引
浦
、
丹
生
社
、
高
松
郷
打
過
テ
、

屋
島
ノ
城
ヘ
押
寄
タ
リ
。（
中
略
。
内
裏
で
の
首
実
検
（
猿
程
ニ
夜
ノ
ア
ケ
ボ
ノ
ニ
、
塩
干
貫氵
一
ツ
ヘ
ダ
テ
ヽ
、
ム
レ
、
高
松
ト
云
処
ニ
焼
亡
ア
リ
。「
ア

ワ
ヤ
焼
亡
ヨ
」
ト
云
モ
ハ
テ
ネ
バ
、
成
良
申
ケ
ル
ハ
、「
今
ノ
焼
亡
ハ
ア
ヤ
マ
チ
ニ
テ
ハ
候
ワ
ジ
。
源
氏
ノ
勢
、
既
ニ
近
付
テ
、
所
々
ニ
火
係
テ
焼
払
ト

覚
候
。
定
大
勢
ニ
テ
ゾ
候
ラ
ン
。
イ
カ
サ
マ
ニ
モ
忩
ギ
此
御
所
ヲ
出
サ
セ
給
テ
、
御
舟
ニ
メ
サ
レ
候
ベ
シ
」
ト
申
ケ
レ
バ
、「
尤
サ
ル
ベ
シ
」
ト
テ
、
先

帝
ヲ
初
進
セ
テ
、
女
院
、
北
政
所
、
大
臣
殿
以
下
ノ
人
々
、
屋
島
ノ
御
所
ノ
惣
門
ノ
渚
ヨ
リ
御
船
ニ
メ
ス
。

①
で
屋
島
へ
手
紙
を
持
っ
て
行
く
男
を
捕
ら
え
、
義
経
来
襲
の
情
報
が
屋
島
へ
伝
わ
る
こ
と
を
防
い
だ
上
で
、
③
で
屋
島
攻
め
を
実
行
す
る
。
②
は
義
経
が
四

国
上
陸
後
ま
も
な
く
に
捕
ら
え
た
近
藤
六
か
ら
平
家
の
城
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
る
場
面
で
、
延
慶
本
に
は
見
え
な
い
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
中
院
本
は
屋
代
本

に
概
ね
等
し
い
。

　

長
く
な
っ
た
が
、
こ
の
大
枠
の
中
で
語
り
本
が
孕
む
問
題
点
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
も
千
明
守
氏
の
御
論（

（1
（

に
従
っ
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
①
に
つ
い
て
、

屋
代
本
・
延
慶
本
と
も
に
不
自
然
な
と
こ
ろ
は
な
く
、
先
後
は
決
め
が
た
い
。
た
だ
し
覚
一
本
傍
線
部
は
不
自
然
。
覚
一
本
で
は
食
事
を
与
え
て
懐
柔
す
る
場

面
が
な
く
、
義
経
と
男
は
す
ぐ
に
親
し
く
な
る
。
手
紙
の
内
容
も
す
ぐ
に
ば
ら
し
た
上
に
、
道
案
内
ま
で
引
き
受
け
た
男
を
、
傍
線
部
で
い
き
な
り
縛
り
上
げ

る
の
で
あ
る
。

　
　



こ
の
形
が
本
来
の
形
で
あ
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
ま
た
、
屋
代
本
の
よ
う
な
完
成
さ
れ
た
形
に
改
変
の
手
を
加
え
て
、
覚
一
本
の
よ
う
な
形
が
で
き
あ

が
っ
た
と
も
考
え
に
く
い
。
も
と
に
な
っ
た
形
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
屋
代
本
・
覚
一
本
が
そ
れ
ぞ
れ
手
を
加
え
て
、
う
ま
く
成
功
し
た
形
（
屋
代
本
（
と
、

何
ら
か
の
不
手
際
か
ら
失
敗
し
た
形
（
覚
一
本
（
と
が
で
き
あ
が
っ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。

と
の
指
摘
は
、
的
確
で
あ
ろ
う
。
次
に
③
に
つ
い
て
、
ま
ず
覚
一
本
は

　
　



在
家
の
出
火
を
見
た
こ
と
が
理
由
で
平
家
は
撤
退
を
決
定
し
た
と
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
後
で
「
小
勢
」
を
「
大
勢
」
と
見
誤
っ
た
こ
と
は
物
語
の
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展
開
に
は
無
関
係
な
は
ず
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、「
複
数
の
焼
亡
」
を
理
由
と
し
て
退
却
す
る
延
慶
本
は
自
然
。
か
つ
覚
一
本
③
の
傍
線
部
は
、
延
慶
本
で
は
、「
継
信
最
期
」
な
ど
の
場
面
を
挟

ん
だ
か
な
り
後
ろ
に
あ
る
。
覚
一
本
は
、
そ
れ
を
前
に
移
動
さ
せ
て
い
る
。
屋
代
本
傍
線
部
は
さ
ら
に
前
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
蹴
上
げ
る
海
水
を
火
災
と
誤

認
し
た
か
の
よ
う
で
あ
り
、
さ
ら
に
不
自
然
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
指
摘
を
め
ぐ
っ
て
、
①
に
関
し
て
延
慶
本
と
語
り
本
の
先
後
は
決
め
ら
れ
な
い
と
す
る
点
は
同
意
で
き
る
。
た
だ
し
、
③
に
関
し
て
は
延
慶
本
を

語
り
本
の
祖
型
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
旧
稿（

（1
（

で
指
摘
し
た
と
お
り
、
延
慶
本
の
屋
島
合
戦
譚
は
多
く
の
矛
盾
を
孕
ん
だ
問
題
だ
ら
け
の
本
文
で
あ
り
、

他
諸
本
に
対
し
て
無
条
件
に
源
泉
の
地
位
を
主
張
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
も
他
の
読
み
本
系
諸
本
を
視
野
に
入
れ
て
み
る
意
味
は
あ
り
そ
う

だ
。

二
―（
二
）

　

そ
の
糸
口
と
し
た
い
の
が
、
屋
代
本
・
覚
一
本
②
の
二
重
傍
線
部
で
あ
る
。
極
め
て
意
味
の
取
り
に
く
い
表
現
だ
が
、
近
年
の
主
立
っ
た
注
釈
書
類
の
う
ち
、

該
当
す
る
表
現
を
有
す
る
語
り
本
を
底
本
に
用
い
、
か
つ
注
や
現
代
語
訳
で
こ
の
部
分
の
解
釈
が
読
み
取
れ
る
も
の
を
列
挙
す
る
と
、

　
　
［
旧
大
系
］
御
存
知
な
い
か
ら
こ
そ
御
心
配
な
の
で
す
よ
。

　
　
［
新
大
系（

（1
（

］
ご
存
じ
な
い
か
ら
こ
そ
お
尋
ね
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
。

　
　
［
旧
全
集（

（1
（

］
ご
存
じ
な
い
か
ら
（
お
尋
ね
に
な
っ
た
の
（
で
し
ょ
う
が
。

　
　
［
新
全
集（

（1
（

］
ご
存
じ
な
い
か
ら
（
お
尋
ね
に
な
っ
た
の
（
で
し
ょ
う
が
。

　
　
［
新
潮
集
成（

（1
（

］
ご
存
じ
な
い
の
で
お
尋
ね
で
し
ょ
う
が

　
　
［
平
家
物
語
評
講（

（1
（

］
御
存
じ
が
な
い
か
ら
で
し
ょ
う
が
、

　
　
［
平
家
物
語
全
注
釈（

11
（

］
ご
存
知
な
い
か
ら
こ
そ
お
尋
ね
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
。

　
　
［
講
談
社
学
術
文
庫（

1（
（

］
ご
存
知
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
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［
三
弥
井
古
典
文
庫（
11
（

］
ご
存
知
な
い
の
で
そ
ん
な
こ
と
を
お
尋
ね
に
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、

　
　
［
平
家
物
語
覚
一
本
全（

11
（

］
ご
存
知
で
な
い
か
ら
お
尋
ね
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

と
な
っ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
注
釈
書
に
お
い
て
、「
ご
存
じ
な
い
か
ら
」
と
訳
し
た
後
に
言
葉
を
補
っ
て
い
る
。［
平
家
物
語
評
講
］
の
よ
う
に
最
小
限
の
訳

を
し
た
だ
け
で
は
、
条
件
節
を
承
け
る
部
分
が
な
く
文
意
が
不
明
瞭
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
旧
大
系
の
解
釈
は
そ
の
後
受
け
継
が
れ
た
と
は
い

え
ず
、「
お
尋
ね
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
」
の
よ
う
に
補
う
の
が
大
多
数
だ
が
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
適
切
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ご
存
じ

な
い
か
ら
聞
く
の
は
あ
ま
り
に
も
当
た
り
前
の
こ
と
だ
。
義
経
は
土
地
の
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
案
内
者
が
必
要
な
の
で
あ
り
、
近
藤
六
も
そ
れ
を
理
解
し
て

協
力
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
上
、
義
経
が
近
藤
六
と
問
答
を
す
る
の
は
こ
こ
で
五
回
目
で
あ
り
、
そ
れ
ら
全
て
に
お
い
て
、
土
地
の
情
報
を
義
経
が
尋

ね
、
近
藤
六
が
教
え
て
い
る
の
で
あ
る（

11
（

。
な
ぜ
い
ま
さ
ら
、
最
後
の
五
回
目
の
と
き
に
だ
け
「
ご
存
じ
な
い
か
ら
お
聞
き
に
な
る
の
で
し
ょ
う
」
な
ど
と
余
計

な
一
言
が
付
く
の
か
、
不
可
解
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
そ
の
あ
た
り
に
不
自
然
さ
を
感
じ
た
の
か
、［
講
談
社
学
術
文
庫
］
は
言
葉
を
補
う
こ
と
を
し
て

い
な
い
。
が
、「
し
ろ
し
め
さ
ね
ば
」
の
「
ば
」
を
訳
出
し
て
お
ら
ず
、
や
は
り
正
確
な
解
釈
と
は
い
い
が
た
い
の
で
あ
る
。

　

文
法
的
に
も
語
彙
的
に
も
問
題
は
な
さ
そ
う
な
箇
所
に
諸
書
が
注
を
付
け
て
い
る
の
は
、
難
解
だ
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
何
と
か
言
葉
を
補
っ
た
り
、

あ
る
い
は
省
い
た
り
し
て
解
釈
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
十
分
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
か
と
い
っ
て
、
適
切
な
対
案
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。
こ
れ

は
そ
も
そ
も
意
味
の
と
れ
な
い
文
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

11
（

。
こ
の
点
に
こ
わ
だ
る
の
は
、
読
み
本
系
諸
本
の
中
に
は
、
当
該
句
が
矛
盾
な
く
用
い
ら
れ
て
い

る
本
文
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
『
源
平
盛
衰
記
』
の
本
文
を
掲
げ
た
い
。

【
盛
衰
記
】

　

①

其
ヨ
リ
屋
島
ヘ
打
程
ニ
、
中
山
路
ノ
道
ノ
末
ニ
、
貲
ノ
直
垂
ニ
立
烏
帽
子
、
立
文
持
テ
足
バ
ヤ
ニ
行
下
種
男
ア
リ
、
京
家
ノ
者
ト
見
ユ
。
判
官
、
馬
ヲ
早

メ
テ
追
付
、
問
ケ
ル
ハ
、「
汝
ハ
何
者
ゾ
、
何
所
ヘ
行
人
ゾ
」
ト
。
此
男
、
判
官
ト
ハ
夢
ニ
モ
不
レ

知
、
国
人
ゾ
ト
思
テ
、「
是
ハ
京
ヨ
リ
屋
島
ノ
方
ヘ
下

者
也
」
ト
答
。「
京
ヨ
リ
ハ
誰
人
ノ
御
モ
ト
ヨ
リ
、
屋
島
ノ
何
御
方
ヘ
ゾ
」
ト
問
ヘ
バ
、「
イ
ヤ
、
只
」
ト
云
テ
最
不
二

分
明
一

。
判
官
、「
ハ
ヤ
殿
、
是
ハ

阿
波
国
ノ
者
ニ
テ
ア
ル
ガ
、
屋
島
ノ
大
臣
殿
ノ
依
二

御
催
一

参
者
ゾ
。
誠
ヤ
九
郎
判
官
ト
云
者
ガ
、
源
氏
ノ
大
将
ニ
テ
下
ナ
ル
ガ
、
淀
河
尻
ニ
テ
船
汰
シ
テ
、

今
日
明
日
ノ
程
ニ
屋
島
ノ
内
裏
ヘ
寄
ベ
シ
ト
聞
バ
、
御
辺
ハ
京
ヨ
リ
下
給
ヘ
バ
定
テ
見
給
ヌ
ラ
ン
、
勢
幾
ラ
程
ト
カ
申
」
ナ
ド
問
テ
、
昼
ノ
破
子
食
セ
、



『
平
家
物
語
』
語
り
本
の
形
成

七
九

能
々
心
ヲ
取
テ
後
、「
サ
テ
モ
御
辺
ハ
誰
人
ノ
御
使
ゾ
」
ト
問
。「
是
ハ
六
条
摂
政
殿
ノ
北
政
所
ヨ
リ
、
大
臣
ノ
御
方
ヘ
申
サ
セ
給
御
文
ナ
リ
」
ト
申
。「
御

文
ニ
ハ
何
事
ヲ
カ
被
二

仰
下
一

ラ
ン
」
ト
問
ヘ
バ
、「
下
﨟
ハ
争
御
文
ノ
中
ヲ
奉
レ

知
ベ
キ
、
御
詞
ニ
ハ
『
源
氏
九
郎
大
夫
判
官
、
既
ニ
西
国
ヘ
ト
テ
都
ヲ
立

ヌ
。
浪
風
静
ナ
バ
一
定
渡
ベ
シ
、
サ
シ
モ
鬼
神
ノ
如
ク
ニ
畏
恐
シ
木
曾
モ
、
九
郎
上
ヌ
レ
バ
時
日
ヲ
廻
サ
ズ
亡
シ
ヌ
ル
恐
シ
者
ニ
侍
リ
。
城
ヲ
モ
ヨ
ク
構
、

兵
ヲ
モ
催
集
テ
、
可
レ

有
二

御
用
心
一

』
ト
コ
ソ
申
サ
セ
給
ツ
レ
バ
、
御
文
モ
定
テ
其
御
心
ニ
コ
ソ
候
ラ
メ
。
誠
ニ
淀
河
尻
ニ
ハ
軍
兵
充
満
テ
雲
霞
ノ
如
シ
。

六
万
余
騎
ガ
二
手
ニ
分
テ
、
参
川
守
・
九
郎
判
官
、
兄
弟
シ
テ
、
四
国
・
長
門
ヨ
リ
指
挟
テ
下
ル
ベ
シ
ト
披
露
シ
キ
。
波
風
ヤ
ミ
ナ
バ
今
日
明
日
ノ
程
ニ

ハ
軍
ハ
一
定
ア
ル
ベ
シ
、
急
々
屋
島
ヘ
可
レ

有
二

御
参
一

」
ト
テ
、
抜
々
ト
判
官
ニ
相
連
テ
行
。「ａ
サ
テ
御
辺
ハ
始
テ
下
ル
人
歟
、
先
々
モ
下
給
ヘ
ル
人
歟
」

ト
ヽ
ヘ
バ
、「
六
条
摂
政
殿
ノ
北
政
所
ト
大
臣
殿
ト
ハ
、
御
兄
弟
ノ
御
中
ニ
テ
マ
シ
マ
セ
バ
、
西
国
ノ
御
住
居
御
心
苦
ク
思
召
、
源
氏
上
洛
ノ
後
ハ
、
都

ノ
有
様
、
人
ノ
披
露
聞
召
ニ
随
テ
仰
ラ
ル
レ
バ
、
常
ニ
下
向
ス
ル
也
」
ト
云
。「ｂ
サ
テ
ハ
屋
島
ノ
城
ノ
有
様
ハ
ヨ
ク
知
給
タ
ル
ラ
ン
。
誠
ヤ
究
竟
ノ
城
ニ
テ
、

敵
モ
左
右
ナ
ク
難
レ

寄
所
ト
聞
ハ
実
カ
。
哀
、
サ
ヤ
ウ
ノ
城
ニ
テ
高
名
ヲ
シ
テ
、
勲
功
ニ
預
バ
ヤ
」
ト
イ
ヘ
バ
、
男
ガ
云
ケ
ル
ハ
、「
是
ハ
敵
ニ
聞
ス
ベ
キ

事
ニ
ハ
非
ズ
、
御
方
ヘ
参
ラ
ル
レ
バ
申
。
源
氏
ガ
シ
ラ
デ
コ
ソ
ヨ
キ
城
ト
ハ
申
セ
、
事
モ
無
所
也
。
ア
レ
ニ
見
ユ
ル
松
原
ハ
武
例
・
高
松
ト
申
。
彼
松
原

ノ
在
家
ニ
火
ヲ
懸
テ
、c'
塩
干
潟
ニ
付
テ
山
ノ
ソ
バ
ニ
打
ソ
ウ
テ
渡
バ
、
鐙
・
鞍
ヅ
メ
ノ
浸
程
也
。
百
騎
モ
二
百
騎
モ
塩
花
蹴
立
テ
押
寄
バ
、『
ア
ハ
大
勢

ノ
寄
ハ
』
ト
テ
、
平
家
ハ
汀
ニ
儲
置
タ
ル
舟
ニ
乗
テ
沖
ヘ
押
出
サ
バ
、
内
裏
ヲ
城
ニ
シ
テ
戦
ハ
無
念
ノ
所
也
」
ト
、
細
々
ト
語
ケ
リ
。
判
官
コ
レ
ヲ
聞
、「
実

ニ
無
念
ノ
所
ヤ
。
可
レ

然
八
幡
大
菩
薩
ノ
御
計
也
」
ト
テ
、
都
ノ
方
ヲ
拝
ミ
ツ
ヽ
、「
ヤ
ヲ
レ
男
メ
、
我
コ
ソ
九
郎
大
夫
判
官
ヨ
、
其
文
進
ヨ
」
ト
テ
奪
取
、

海
ノ
中
ニ
抛
入
テ
、
男
ヲ
バ
中
山
ノ
大
木
ニ
縛
上
テ
ゾ
通
ケ
ル
。

　

③

其
日
ハ
阿
波
国
坂
東
西
打
過
テ
、
阿
波
ト
讃
岐
ノ
境
ナ
ル
中
山
ノ
山
口
ノ
南
ニ
陣
ヲ
取
。
翌
日
ハ
引
田
浦
、
入
野
、
高
松
郷
ヲ
モ
打
過
テ
、
屋
島
ノ
城
ヘ

ヲ
シ
寄
ケ
リ
。（
中
略
。
内
裏
で
の
首
実
検
（
屋
島
ヨ
リ
塩
干
潟
一
隔
、
武
例
・
高
松
ト
云
所
ニ
焼
亡
ア
リ
。
平
家
ノ
人
々
、「
ア
レ
ヤ
、
焼
亡
々
々
」
ト

云
ケ
レ
バ
、
成
良
申
ケ
ル
ハ
、「
今
ノ
焼
亡
、
誤
ニ
ア
ラ
ジ
、
源
氏
所
々
ニ
火
ヲ
懸
テ
焼
払
ト
覚
タ
リ
。
敵
ハ
六
万
余
騎
ノ
大
勢
ト
聞
、
御
方
ハ
折
節
無

勢
也
。
急
御
舟
ニ
召
、
敵
ノ
勢
ニ
随
テ
、
船
ヲ
指
寄
々
々
御
軍
ア
ル
ベ
シ
。
侍
共
ハ
汀
ニ
船
ヲ
用
意
シ
テ
、
内
裡
ヲ
守
護
シ
テ
戦
ベ
シ
」
ト
計
申
ケ
レ
バ
、

（
下
略
。
平
家
の
人
々
の
退
避
（

延
慶
本
と
同
様
に
②
を
欠
く
構
成
だ
が
、
二
重
傍
線
部
を
め
ぐ
っ
て
不
自
然
な
点
は
な
い
。
語
り
本
②
と
違
い
、
盛
衰
記
で
は
屋
島
の
城
に
関
す
る
情
報
は
手
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紙
の
男
か
ら
得
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
男
と
出
会
っ
た
義
経
が
味
方
の
ふ
り
を
し
、
食
事
を
与
え
た
り
し
て
打
ち
解
け
、
手
紙
の
情
報
を
聞
き
出

し
た
上
で
、
こ
こ
に
は
何
度
も
来
て
い
る
の
か
と
尋
ね
る
。
男
が
都
と
屋
島
を
何
度
も
往
復
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
な
ら
ば
平
家
の
城
の
こ
と
も
知
っ
て
い

る
だ
ろ
う
と
、
な
ん
と
か
聞
き
出
そ
う
と
す
る
。「
屋
島
は
究
竟
の
城
だ
と
聞
い
て
い
る
」
と
い
う
義
経
の
誘
導
尋
問
に
、
男
は
「
源
氏
は
事
実
を
知
ら
な
い

0

0

0

0

か
ら
0

0

そ
う
言
っ
て
い
る
だ
け
だ
」
と
返
し
、
実
は
浅
瀬
を
隔
て
て
い
る
だ
け
で
馬
で
も
攻
め
ら
れ
る
こ
と
を
漏
ら
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
用
済
み

に
な
っ
た
男
は
縛
り
付
け
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

語
り
本
は
、
こ
の
よ
う
な
本
文
を
も
と
に
②
を
創
出
し
た
の
だ
と
考
え
て
、
大
き
く
誤
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
城
の
情
報
を
手
紙
の
男
で
は
な
く
近
藤
六
か

ら
聞
く
、
と
い
う
内
容
に
書
き
換
え
る
過
程
で
、「
知
ら
な
い
か
ら
」
と
い
う
一
句
は
本
来
の
意
味
を
失
っ
た
。
近
藤
六
は
、
義
経
の
正
体
を
と
う
に
知
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
崩
れ
た
ま
ま
本
文
中
に
残
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
義
経
相
手
の
発
言
ら
し
く
敬
語
の
処
理
を
施
し
て
み
て
も
、
不
可
解
さ
は
消
え

て
い
な
い
。
語
り
本
の
二
重
傍
線
部
は
、
該
当
す
る
本
文
を
持
た
な
い
延
慶
本
と
の
対
比
か
ら
で
は
由
来
が
説
明
で
き
な
い
が
、
盛
衰
記
を
用
い
れ
ば
そ
れ
は

可
能
に
な
る
。
延
慶
本
と
屋
代
本
と
の
先
後
は
①
に
つ
い
て
は
決
め
ら
れ
な
い
、
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
が
、
二
重
傍
線
部
に
関
し
て
語
り
本
の
形
が
盛
衰
記
の

形
に
先
立
つ
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

二
―（
三
）

　

た
だ
し
、
そ
の
盛
衰
記
に
も
問
題
は
あ
る
。
①
で
男
が
語
っ
て
い
た
、「
浅
瀬
を
渡
れ
ば
屋
島
の
城
は
攻
略
で
き
る
」
と
い
う
情
報
が
、
③
の
実
際
の
戦
闘

で
は
、
全
く
活
か
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
盛
衰
記
に
お
い
て
、
平
家
の
退
却
は
在
家
の
「
焼
亡
」
を
見
た
こ
と
が
原
因
で
あ
り
、
義
経
が
実
際
に
浅
瀬

を
渡
っ
て
攻
め
た
こ
と
な
ど
、
一
度
も
記
さ
れ
な
い
の
だ
。
そ
し
て
、「
焼
亡
」
が
平
家
退
避
の
き
っ
か
け
と
な
る
の
は
、
延
慶
本
も
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
点
を
念
頭
に
置
い
て
、
さ
ら
に
他
の
読
み
本
系
諸
本
に
も
目
を
向
け
て
み
よ
う
。

【
長
門
本
】

　

①

け
す
お
と
こ
一
人
、
宣
下
と
お
ほ
え
て
、
ふ
し
そ
め
の
ひ
た
た
れ
に
、
た
て
え
ほ
し
に
、
た
て
ふ
み
も
ち
た
る
か
、
ほ
う
く
わ
ん
よ
り
、
さ
き
に
行
け
る
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に
こ
そ
を
ひ
つ
き
た
れ
。
は
う
く
わ
ん
、
此
お
と
こ
を
よ
ひ
と
ゝ
め
て
、「
い
つ
く
よ
り
い
つ
く
へ
行
人
そ
」。「
京
よ
り
屋
し
ま
の
内
裏
へ
参
り
候
な
り
」

と
そ
申
。「
京
よ
り
は
、
い
か
な
る
人
の
御
も
と
よ
り
そ
」。「
六
条
摂
政
殿
北
政
所
の
御
か
た
よ
り
候
」
と
申
。
は
う
く
は
ん
、「
我
も
め
さ
れ
て
ま
い
る

か
、
道
を
し
ら
ぬ
そ
。
つ
れ
て
を
は
せ
よ
」
と
て
、
く
し
て
行
か
、
破
子
の
所
に
て
、「
あ
の
殿
に
破
子
め
さ
せ
よ
」
と
て
、
破
子
く
は
せ
て
、
又
く
し

て
行
に
、
ほ
う
く
わ
ん
、
ち
か
く
う
ち
よ
せ
て
、
と
は
れ
け
る
は
、「ｂ
屋
嶋
の
城
は
、
い
か
な
る
と
こ
ろ
そ
」
と
。「
無
下
に
、
あ
さ
ま
に
候
そ
。
敵
か

し
ら
て
こ
そ
申
候
へ
。
し
ほ
の
み
ち
た
る
と
き
こ
そ
、
嶋
に
な
り
候
て
、
船
な
く
て
か
よ
ふ
へ
く
も
候
は
ね
。
し
ほ
ひ
候
ぬ
れ
は
、
西
に
そ
ひ
て
、
馬
の

ふ
と
は
ら
も
つ
か
ら
す
候
そ
。
か
れ
に
そ
ひ
て
お
と
さ
ん
に
は
、
何
も
候
ま
し
」
と
そ
申
け
る
。
城
ち
か
く
成
け
れ
は
、（
中
略
。
手
紙
を
奪
い
、
男
を

縛
り
つ
け
る
（。

　

③

其
日
は
、
引
田
浦
、
白
鳥
、
丹
生
の
社
、
牟
礼
、
高
松
郷
を
う
ち
す
き
て
、
同
廿
日
の
寅
剋
に
は
、
屋
嶋
の
城
に
そ
を
し
よ
せ
け
る
。
い
ｃ

ま
た
塩
か
ひ
す

し
て
、
く
ら
つ
め
ひ
た
る
程
な
る
に
、
し
は
ら
く
引
拘
て
塩
た
る
む
。
伊
勢
三
郎
か
由
け
る
は
、「
か
ゝ
る
大
将
く
ん
を
た
の
み
て
、
う
ち
し
に
せ
ん
事
、

う
た
か
ひ
な
し
。
た
ゝ
し
、
多
勢
を
う
ち
す
て
ゝ
、
は
つ
か
の
小
勢
に
て
、
此
城
へ
を
し
よ
す
る
事
、
以
外
の
僻
案
か
。
か
く
申
せ
は
、
命
を
お
し
む
に
ゝ

た
れ
と
も
、
よ
し
も
り
、
ま
さ
き
に
こ
そ
し
な
む
す
れ
」
と
て
、
塩
ｃ

花
蹴
立
さ
せ
て
、
先
陣
を
か
け
て
そ
よ
せ
た
り
け
る
。
平
家
の
か
た
に
は
、
敵
の
馬

の
ひ
つ
め
に
け
た
て
ら
れ
て
、
塩
花
の
あ
か
る
を
は
、
二
三
千
き
の
大
勢
と
こ
そ
は
見
た
り
け
れ
。「
か
れ
に
と
り
こ
め
ら
れ
な
は
、
か
な
ふ
ま
し
。
と

く
〳
〵
御
船
に
め
さ
る
へ
し
」
と
て
、
惣
門
の
前
の
、
渚
に
つ
け
た
り
け
る
船
と
も
に
、
主
上
を
は
し
め
ま
い
ら
せ
て
、
お
の
〳
〵
み
な
、
め
さ
れ
に
け

り（
11
（

。

【
松
雲
本
】

　

①

山
中
ニ
テ
夜
半
計
ニ
、
カ
キ
ノ
ヒ
タ
ヽ
レ
ニ
折
烏
帽
子
ニ
、
立
文
ヲ
持
テ
足
早
ニ
行
ク
下
司
男
ア
リ
。
京
家
ノ
者
ト
見
エ
、
判
官
追
著
テ
、
汝
ハ
何
者
ソ
。

イ
ヅ
ク
ヘ
行
ク
人
ソ
ト
問
フ
。
此
男
判
官
ト
ハ
知
ラ
ス
シ
テ
、
是
ハ
京
ヨ
リ
屋
島
ノ
方
ヘ
下
候
。
哉
殿
、
誰
モ
召
レ
テ
参
ガ
、
道
ヲ
知
ラ
ス
。
列
テ
御
座

セ
ヨ
ト
テ
、
心
ヲ
能
々
取
テ
、
御
ａ

辺
始
テ
下
ル
人
歟
、
先
ニ
モ
下
ル
歟
。
度
々
罷
リ
下
テ
候
。
サ
ｂ

テ
ハ
八
島
ノ
城
ノ
様
ハ
能
ク
知
タ
ル
ラ
ン
。
実
ヤ
、
究

竟
ノ
城
ナ
ト
。
男
申
ケ
ル
ハ
、
無
下
ニ
ア
サ
マ
ニ
候
。
塩
ノ
満
タ
ル
時
コ
ソ
候
ヘ
、
塩
タ
ニ
干
候
ヘ
ハ
、
西
ニ
添
テ
馬
ノ
太
腹
モ
ツ
カ
ズ
候
ト
細
々
ト
教

タ
リ
。
判
官
、
サ
テ
文
ハ
何
事
ヤ
ラ
ン
。
是
ハ
六
条
ノ
摂
政
殿
ノ
北清

盛
女ノ
政
所
ヨ
リ
大
臣
殿
ヘ
参
リ
候
文
ナ
リ
。
源
氏
河
尻
ニ
出
浮
テ
候
ヲ
告
申
候
。
其
勢
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六
万
余
騎
ヲ
三
手
ニ
分
テ
、
参
河
守
・
九
郎
兄
弟
、
四
国
・
長
門
ヨ
リ
差
挿
テ
下
ト
聞
エ
候
。
浪
風
静
ニ
成
リ
候
ハ
ヽ
、
一
定
今
日
明
日
ノ
間
ニ
ハ
軍
ハ

候
ハ
ン
ス
ラ
ン
。
急
キ
屋
島
ヘ
御
参
リ
有
ヘ
シ
ト
、
ヌ
ケ
〳
〵
ト
判
官
ニ
相
具
セ
ラ
レ
テ
行
ク
。（
中
略
。
手
紙
を
奪
い
、
男
を
縛
り
つ
け
る
（。

　

③
其
日
阿
波
国
東
坂
西
ヘ
打
越
テ
、
引
田
ノ
浦
、
丹
生
ノ
社
、
高
松
ノ
郷
ヲ
モ
打
過
テ
、
屋
島
ノ
城
ヘ
押
寄
ケ
リ
。
塩
ｃ

干
ニ
テ
鞍
爪
ニ
係
ル
程
ナ
リ
。
伊
勢

ノ
三
郎
申
ケ
ル
ハ
、
カ
ヽ
ル
大
将
軍
ヲ
頼
テ
憂
キ
死
ヲ
ス
ル
ゾ
カ
シ
。
多
ノ
勢
ヲ
打
捨
テ
僅
ノ
小
勢
ニ
テ
此
城
ニ
寄
ル
事
ヨ
。
カ
ク
申
セ
ハ
命
ヲ
惜
ニ
似

タ
リ
。
能
盛
真
先
ニ
コ
ソ
死
ン
ス
レ
ト
テ
、
塩
ｃ

花
蹴
サ
セ
テ
、
先
陣
ニ
係
テ
ソ
寄
タ
リ
ケ
ル
。
十
九
日
ノ
寅
ノ
刻
ニ
南
ノ
山
口
ニ
馳
上
テ
陣
ヲ
取
テ
、
馬

ノ
息
ヲ
休
メ
ケ
ル
。（
中
略
。
内
裏
で
の
首
実
検
（
判
官
武
例
高
松
ノ
山
口
ニ
馳
著
テ
、
明
ケ
レ
ハ
浦
ノ
在
家
ニ
火
ヲ
係
ケ
タ
リ
。
屋
島
ヨ
リ
塩
干
潟
一

隔
テ
焼
亡
有
ケ
リ
。
平
家
ノ
人
々
、
ア
レ
ヤ
焼
亡
ヨ
ト
テ
躁
キ
ケ
リ
。
成
良
申
ケ
ル
ハ
、
此
火
ハ
源
氏
近
付
テ
武
例
高
松
ノ
在
家
ニ
火
係
タ
リ
ト
覚
候
。

敵
ハ
六
万
騎
ト
聞
ユ
。
御
方
ハ
折
節
無
勢
ナ
リ
。
急
キ
御
船
ニ
召
、
敵
ノ
勢
ニ
随
テ
舟
ヲ
差
寄
々
々
御
合
戦
有
ヘ
シ
ト
申
ケ
レ
ハ
、
尤
然
ル
ヘ
シ
ト
テ
、

屋
島
ノ
惣
門
ノ
渚
ヨ
リ
御
船
ニ
召
レ
ケ
リ（

11
（

。

新
た
に
長
門
本
・
松
雲
本
の
本
文
を
掲
げ
た
。
長
門
本
は
、
二
重
傍
線
部
「
知
ら
な
い
か
ら
」
を
、
や
や
文
意
不
鮮
明
な
が
ら
盛
衰
記
と
ほ
ぼ
同
じ
文
脈
に
置

い
て
い
る
が
、
松
雲
本
は
こ
れ
を
欠
く
。
男
が
た
び
た
び
屋
島
に
来
て
い
る
、
と
の
文
言
を
長
門
本
は
欠
く
な
ど
の
相
違
も
見
ら
れ
る
が
、
③
に
お
け
る
伊
勢

三
郎
の
発
言
な
ど
、
両
本
に
の
み
共
通
す
る
内
容
も
あ
る
。
両
本
は
近
い
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
の
だ
が
、「
浅
間
」
と
「
焼
亡
」
の
処
理
の

仕
方
は
異
な
っ
て
い
る
。
長
門
本
は
「
焼
亡
」
に
関
す
る
情
報
を
一
切
記
し
て
い
な
い
。
義
経
は
、
男
か
ら
浅
瀬
の
情
報
を
聞
き
出
し
、
そ
れ
に
従
っ
て
攻
め

て
い
る
。
平
家
は
源
氏
勢
が
蹴
立
て
る
海
水
を
見
て
大
勢
と
判
断
し
、
船
で
逃
げ
る
。
矛
盾
の
な
い
展
開
で
あ
る
。
一
方
、
松
雲
本
は
、
伊
勢
三
郎
が
攻
め
込

ん
だ
後
に
「
焼
亡
」
に
よ
る
平
家
の
退
避
を
記
す
の
だ
が
、「
浅
間
」
を
め
ぐ
る
文
脈
と
「
焼
亡
」
を
め
ぐ
る
そ
れ
と
が
、
全
く
繋
が
っ
て
い
な
い
。

　

次
の
よ
う
な
想
定
が
成
り
立
つ
だ
ろ
う
。

　
　
ａ
、
男
は
た
び
た
び
屋
島
に
行
っ
て
い
る
。

　
　

ｂ
、
だ
か
ら
男
は
城
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
敵
は
気
づ
い
て
い
な
い
が
、
周
囲
は
浅
間
で
あ
る
。

　
　
ｃ
、
義
経
ら
は
そ
の
情
報
の
通
り
に
浅
間
を
通
っ
て
海
水
を
蹴
立
て
な
が
ら
攻
め
、
平
家
は
そ
れ
を
大
勢
と
見
る
。

盛
衰
記
・
長
門
本
・
松
雲
本
を
参
看
す
る
限
り
、
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
は
元
々
ひ
と
ま
と
ま
り
の
叙
述
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、「
焼
亡
に
よ
る
平
家
退
避
」
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と
は
全
く
別
種
の
情
報
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
二
つ
の
両
立
に
、
諸
本
が
苦
労
し
て
い
る
の
だ
。
各
本
に
お
い
て
ａ
、
ｂ
、
ｃ
を
構
成
す
る
情
報
（
引
用

文
中
の
太
字
部
分
（
と
、「
焼
亡
」
に
関
す
る
情
報
（
波
線
部
（
と
の
関
係
に
注
目
し
な
が
ら
再
度
整
理
す
る
。
盛
衰
記
が
ｃ
ま
で
含
め
て
①
に
入
れ
て
い
る

（
c'
（
の
は
、
一
つ
の
処
理
の
仕
方
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、「
浅
間
」
の
こ
と
は
実
際
の
戦
闘
で
は
意
味
を
持
た
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
長
門
本
は
「
焼
亡
」

を
持
た
ず
に
混
乱
を
回
避
し
て
い
る
が
、
松
雲
本
③
で
は
二
種
の
情
報
は
た
だ
並
ん
で
い
る
だ
け
で
全
く
溶
け
合
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
延
慶
本
の
同
場
面
は

「
焼
亡
」
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
ａ
・
ｂ
を
省
略
し
つ
つ
、
ｃ
の
み
後
ろ
に
回
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

語
り
本
で
は
、
①
に
は
ａ
を
断
片
的
に
残
す
の
み
で
あ
る
。
②
の
二
重
傍
線
部
も
意
味
を
失
っ
て
い
た
。
ａ
・
ｂ
を
有
す
る
本
文
を
も
と
に
新
た
に
②
を
創

出
し
た
結
果
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
戦
闘
場
面
の
矛
盾
な
ど
は
千
明
氏
の
指
摘
通
り
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
も
結
局
は
「
浅
間
」
と
「
焼
亡
」
の
両
立
の
問

題
な
の
だ
と
考
え
れ
ば
よ
い
。
現
存
す
る
読
み
本
系
諸
本
の
、
特
定
の
一
本
の
中
に
語
り
本
の
源
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
ａ
・
ｂ
を

欠
く
延
慶
本
が
そ
こ
か
ら
は
遠
い
、
独
自
の
改
編
を
経
た
本
文
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い（

11
（

。
延
慶
本
の
形
を
基
と
見
な
し
て
、
覚
一
本
③
の
傍
線
部
を
説
明

し
よ
う
と
す
る
こ
と
も
危
険
だ
ろ
う
。
当
該
箇
所
も
ま
た
、
延
慶
本
的
本
文
か
ら
語
り
本
へ
と
い
う
図
式
で
は
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
例
な
の
で
あ
る
。

三

　

堅
牢
に
見
え
る
論
証
も
、
他
の
読
み
本
系
諸
本
に
も
目
配
り
を
す
る
と
い
う
作
業
を
行
う
だ
け
で
、
視
界
は
変
わ
っ
て
く
る
。
今
回
は
そ
れ
を
、
千
明
氏
の

成
果
に
基
づ
い
て
行
っ
て
き
た
。
氏
の
足
跡
は
、
た
ど
る
に
は
剣
呑
に
思
え
る
道
の
り
か
も
し
れ
な
い
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
続
く
研
究
者
が
手
を
こ
ま
ね
い

て
い
る
だ
け
で
よ
い
わ
け
で
も
な
い
。
氏
の
残
し
て
く
だ
さ
っ
た
成
果
を
精
読
し
、
正
し
く
受
け
止
め
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

注
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（
（

櫻
井
陽
子
氏
『
平
家
物
語
本
文
考
』（
二
〇
一
三
年
、
汲
古
書
院
（。

（
（
（

『
平
家
物
語
屋
代
本
と
そ
の
周
辺
』
第
二
篇
第
二
章
（
二
〇
一
三
年
、
お
う
ふ
う
。
初
出
一
九
九
三
年
（。

（
（
（

『
平
家
物
語
の
文
学
史
』
第
二
章
第
一
節
（
二
〇
一
二
年
、
東
京
大
学
出
版
会
（。

（
（
（

注（
（
（前
掲
書
第
二
篇
第
四
章
。
初
出
二
〇
〇
一
年
。



八
四

（
（
（

引
用
は
『
屋
代
本
高
野
本
対
照
平
家
物
語
』（
一
九
九
〇
～
一
九
九
三
年
、
新
典
社
（
に
よ
る
。

（
（
（

引
用
は
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。
一
九
五
九
～
一
九
六
〇
年
、
岩
波
書
店
。

（
（
（
引
用
は
『
校
訂
延
慶
本
平
家
物
語
』（
二
〇
〇
〇
年
～
、
汲
古
書
院
（
に
よ
る
。

（
（
（
引
用
は
『
中
世
の
文
学　

源
平
盛
衰
記
』（
一
九
九
一
年
～
、
三
弥
井
書
店
（
に
よ
る
。

（
（
（

引
用
は
『
校
訂
中
院
本
平
家
物
語　

上
』（
二
〇
一
〇
年
、
三
弥
井
書
店
（
に
よ
る
。

（
（0
（

「
四
部
本
平
家
物
語
試
論
」（『
軍
記
と
語
り
物
』
一
九
八
四
年
三
月
（。

（
（（
（

ま
た
、
今
井
正
之
助
氏
「
平
家
物
語
・
延
慶
本
と
覚
一
本
―
「
内
面
の
掘
り
下
げ
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
日
本
文
学
』
一
九
八
一
年
四
月
（
も
③
の
問
題
点
に
注
目
し
、

「
延
慶
本
と
覚
一
本
と
の
間
に
四
部
本
の
形
を
置
い
て
み
る
と
、
教
盛
の
言
動
か
ら
「
娘
」
が
消
失
し
て
い
っ
た
道
筋
も
了
解
で
き
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
観
点
か

ら
す
れ
ば
、
四
部
本
だ
け
で
な
く
盛
衰
記
の
有
用
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

（
（（
（

覚
一
本
の
章
段
名
に
よ
る
。

（
（（
（

注（
（
（前
掲
書
第
二
篇
第
五
章
。
初
出
二
〇
一
一
年
。

（
（（
（

注（
（
（拙
著
第
一
章
第
一
節
等
。

（
（（
（

一
九
九
九
年
、
岩
波
書
店
。

（
（（
（

一
九
七
五
年
、
小
学
館
。

（
（（
（

一
九
九
四
年
、
小
学
館
。

（
（（
（

一
九
八
一
年
、
新
潮
社
。

（
（（
（

一
九
六
三
年
、
明
治
書
院
。

（
（0
（

一
九
六
七
年
、
角
川
書
店
。

（
（（
（

一
九
八
八
年
、
講
談
社
。

（
（（
（

二
〇
〇
〇
年
、
三
弥
井
書
店
。

（
（（
（

改
訂
版
に
よ
る
。
二
〇
一
四
年
、
武
蔵
野
書
院
。

（
（（
（

義
経
が
土
地
の
者
か
ら
情
報
を
仕
入
れ
る
数
度
の
描
写
に
お
い
て
、
そ
の
相
手
を
全
て
近
藤
六
で
統
一
す
る
の
は
語
り
本
の
特
徴
で
あ
り
、
読
み
本
系
諸
本
で
は
、
他

に
も
情
報
提
供
者
を
描
い
て
い
る
。

（
（（
（

中
院
本
は
当
該
句
を
持
た
な
い
が
、
不
可
解
さ
ゆ
え
に
削
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

（
（（
（

引
用
は
『
長
門
本
平
家
物
語　

四
』（
二
〇
〇
六
年
、
勉
誠
出
版
（
に
よ
る
。



『
平
家
物
語
』
語
り
本
の
形
成

八
五

（
（（
（

引
用
は
弓
削
繁
氏
「
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
松
雲
本
平
家
物
語
巻
十
一
（
翻
刻
（」（『
岐
阜
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
（
人
文
科
学
（』
第
四
十
七
巻
第
一
号
、
一
九
九
八

年
十
月
（
に
よ
る
。

（
（（
（
櫻
井
陽
子
氏
「
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
の
陥
穽
―
以
仁
王
の
乱
の
描
写
を
対
象
と
し
て
―
」（『
い
く
さ
と
物
語
の
中
世
』、
二
〇
一
五
年
、
汲
古
書
院
（
に
「
古
態

を
考
え
る
場
合
、
長
門
本
や
盛
衰
記
な
ど
に
古
い
形
が
残
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
に
、
も
っ
と
注
意
を
向
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
」
と
い
う
発
言
が
あ
る
が
、
重
要

な
指
摘
と
思
わ
れ
る
。


